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クリト叙事詩 (2) (III K, II K) 

ーウガリット語研究覚書 III-

松田伊作

1. テクストについて 原碑板は二つともシリアの Aleppo博物館に所

蔵される. III Kは高さ約 3.5cm幅約 9.5cmの断片と，高さ約 15cm

幅約 11cmの断片として発掘された淡紅色の土板である． 前者の断片の

右側を後者の左側下部と接合して修復されたが，それでも通常の碑板と比

べるとおよそ半分を失なった，極めて不完全な断片といえる. II K は高

さ約 10.5 cm幅約 10cm, 高さ約 12cm幅約 lQcm, 約 7cmx7cm

の3つの断片として発掘された， ところどころ赤味がかった黄土色の土板

である．第2の断片の上側が第 1断片の下側と，第 3断片の左側が第 2断

片の右側下部と，それぞれ接合される． これも残存部分は 3/5程度にすぎ

なしヽ.1) 

I K, II K, III K という記号は Virolleaudが発表順に付けたもので，

Kはこれらに書かれた物語の主人公クリト (KRT)の略号．物語の順序か

らみると， Virolleaud自身すでに気付いていたように， IIKよりも III

Kの方がはるかに IKに近い.2) すなわち IKで，失なった妻の代りとし

てムシト・ハラヤにクリトが求婚するさまが語られたのを受けて， III K 

ではクリトの結婚に対する神々の祝福と豊かな子宝の予言が述べられ， II 

K では IIIK に約束されたクリトの子がすでに生れていて，病気のクリ

トの回復のさまなどが描かれる．

2. 母音再構について 本稿では初の試みとしてほぼ全テクストにわた

って再構母音を付けた.3) その際次の点に特に留意した・

(1) 母音音素として， 3つのアレフ字母の存在，および比較セム語学
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の成果にもとづぎ， a,i, uの3つを想定する． ，1）ウガリット語においてす

でに起っていたと考えられる ai>e,au>oの変化は5) 一応無視し， あく

までも a,i, u 3音素またはその紐合せを推定する．

(2) このことからも分るように，我々の再構形は，すべての比較言語

学的方法による再構祖形と同じく，決して「発音」を示すものではなく， 6)

所与の子音テクストを土台として比較セム話学的に構成されたウガリット

語文法体系の中の如何なる型に，各単柄が焔属するかを示すにとどまる．

(3) 単語形成の各型に含めるべき母音については Gordon(UT), 

Aistleitner (GU), Meyer等の再構したものを参照した．

(4) 名詞については，例えばヘブライ語の「セゴレート名詞」と対応

するものについてほその対応に基づぎほぼ機械的に再構したが，子音のみ

対応して型の対応が求め難いものについては憶測にとどまり，文脈によっ

て語義のみ想定される名詞は変化語尾だけ記して語幹の母音はつけなかっ

たものもある．

(5) 動詞については就中次の 2点を特記しておく． まず，定形動詞を

「末完了形」（接顕型）と「完了形」（接尾型）とにのみ分け，屡々綸ぜられる

yaqtulu型と yaqat(t)alu型との対立は認めない.7) 「未完了」 (imper-

feet), 「完了」 (perfect) といってもこれは便宜上の呼称でその意義は別

途研究を要する問阻である．次に問題となるのは動詞語幹の第 2根字の母

音であるが， これについてもヘプライ語・アラビア語との対応に塞づいて

行なったことは勿論である．対応のない動詞はその諾義から類推した．

(6) 以上略述した常職的ともいえる比較言語学的方法による，いわば

外部からの母音再構の他に， ウガリット語の場合はウガリットで同時に発

見されているアッカド語音節文字による資料がある．特にその人名にはウ

ガリット語の形態構造を陪示するものもあって大いに参考になるのである

が9 これら固有名詞が示す母音をそのまま適用することは危険だと考え

る．一般に固有名詞にほ言語の古い層が残っていることが多いからであ

る．具体的な一例をあげると， mlk,<王＞はヘプライ語 melek~malk-
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クリト叙事詩 (2)(Ill K, II K) (松田）

によって malk-と再構されるが， これは abi-milku,milku-ab-u, yadu-

milku等の人名の指示する milkーと衝突する． このような場合，我々は

比較言語学の方法による結果を優先し，人名は傍証にとどめた．ただし我

々のテクストに現われる人（神）名については全面的に音節文字表記に拠る

べきことはいうまでもない

母音の表記に当っては，印刷上の都合も考慮し，長母音しますべて同一字

母を 2つ並べて記した．重子音についても同様である．

註 1) CTA所載の碑板の写真と記述による．
2) Syria XXII (1941) p. 105 

3) 部分的なテクストの母音再構は H.DonnerのUgaritismenin der Psal-
menforschung. ZAW 79 (1967) p. 322-350で試みられたものが筆者の知
る唯一のものである．

4) 例えば Moscati:CGS§8.75参照．

5) Gordon, UT§4.7§5.18 

6) Aistleitner, GUの中では "Aussprache"という表現がとられている．
7) 拙論『アナト神話』（「文学研究」第65輯， 1968)p, 52-53参照． 最近
T.L. Fentonは TheAbsence of a Verbal Formation *yaqattal from 
Ugaritic and North-west Semitic. JSS XV (1970) p. 31-41において第
1根字 I,n,'の勁詞の表記を改めて詳しく検討し， *yaqattal形は北西セム
語以外の，一部のセム語においてのみ作られたものであることを示唆した．

8) ウガリット語の母音再構と音韻論を固有名詞から研究した M.Liverani 
の論文 (PTUp. 2に引用）は未見. PTUにおいてもこの問題は詳しく論
ぜられている．

3. 転写本文・訳文

再構した母音と重子音は 7号活字で示す．原文の破損箇所は［ ］で囲む， し
たがって［ ］の中の文字は推読されたものである．原文を修正した箇所はく ＞ 
でかこむ．

訳文中，（ ）の中は訳者による意味の補充である．

ID K (=CTA 15, UT 128) 

I 

約 40行欠
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1 (!) (1) 

[mur炉b•.] y如.[m l 
2 

m唸•n1ml•a• y咄.m• 叫 t
3 (2) 

tat•tk'r町1 . [ ] dn 
,j 

<tm . k"r'ti . mswnh 
5 

'arb-" . Pzguu . 1• ヽ'gl'haa

飢えた者に手を（差しのべ？），

渇ける者に手を差しのべ，

私たちに飲ませてくれる…•••

クリトとともに•• •… 

牝牛がその仔に向ってなく（よう

に），

6blnuu . b.pti . l•'um四ha和huか 兵の子らが母に向って（泣くよう

に），
7 

k't•n"uh""n• .'udmuuma ウドムの人らはいとどに嘆く．」

8 

如 ya'n'yu. k叩tu• ぜ＂ 気高ぎクリトは答える

II 

約20行欠

I[ l 

z [ lびru

3 (3) 

['ali]yn . b•'lu 

f

↓
 

4
 

(4) 

]mn.yザ炉．がblu

5 

［・・・・ ••k'い］戸 W 喩 sisu

・・・・・・牡牛

…••心ヽと強きバア）レ

••••••王子ヤリフ

••…• クナルと/ヽ シス

6 (5) 

[ ]n . r•J;imaya . r啜 p"zibl" ……ラハマヤ，王子ラシャフ，

7 (0) 

['•] d吐u.'il•ima . tl炉huu

8 

['ap]nikaa . k吐 tU, t"ヽ".
(7) (8) 

'[ Jr 9[ ]b•b和hu. y炉 tu.
(9) 

'rb 10[ ]h . ytn 
(10) 

w[ Ju. lytn 
11 (11) (ll) 

['ab"]r . m咽y• "ヽ[d"]t".'ilii血神々の集団が着いた後に，

12 (11) 

[w•]y叫•n .'ali[yn.]位;'lU いと高きバア）レは言う．

三層の神々の集い

そこで気高含クリトは•…••

かれの家に…•••おく．

13 (12) 

[ ]tb•'. 1吋茫nu
11 (13し

['ilU d1Jp1d'. 
15 (!J) 

1""ザb•戸 k[kザ t".] 1a•a. 

「来れ，善意のもの，

心優しき＝ールよ，

祝福して下さい，気高きクリトを・

116 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



クリト叙事詩 (2)(Ill K, II K) (松田）
16 (13;. 

1呵国rr. naヽam叩ぼIma.] 1l1. 強めて下さい，エールの優しきしも

17 (_14) 
kaasa . yi'b. 心 ['ilu• ba] Y咄．

18 (15) 
karpana . ba叩 [y国 Ill,]

(16) 19 (17) 
barraakuma . yabarriku ['abdahu] 

20 
yaba炉 ku.'ilU . k甲 ta[taヽa.

y国 rru]mans: Ilaヽa四 [na.『炉lma

'il1 
21 (19) 

'a [炉tu.t炉］炉.yaak叩 t凡
22 

'at叩 tiqqa炉.ba甲kaa.
23 

炉lmaザ.t雨‘廿bu炉加kaa.

t叩du. sab•a . b団 ma1akaa 
24 (20)25 
wa『ma叩 tatltmanata 1akaa 

ベを」

エールは片手に歪をとる，

酒甕を右の手に．

確かに祝する，そのしもべを，

エールは祝する，気高きクリトを

エールの優しきしもべを強める．

「きみがめとる女は，クリトよ，

きみが家にめとる女，

きみが屋敷に入れる乙女は，

七人の息子をきみに生もう．

そして八番目にテイトマナトをきみ

に．

tapdu . Y唸ib汀．］釘Ima かの女は少年ヤシブを生もう，
26 (21) 
yaaがqa. 1). 中 ba.'a[『]raが アシラの乳を吸う者を，
27 _(21) 
maa討．ぜcta. b吐叩ti. ['a詞］ 処女アナトの胸をすする者を．

28 (22) 
m唸an吋[t ] 乳母・・・・・・

III 

約 15行欠

1 [ ] 

2 (23) 
[ mid . raa血]k甲 tu

(23) 
3[b吐au恥.rup狂 'i.]'ar91
4 (23) 
[bapubri] . qib唸i. ctatani 

5 (23) 
[w叫 qr心 .w茫 du

6 (24) 
[bI] uaaが lakaa

7 

tal1du. pgta. t[ ]t 

大いに高められよ，クリト．

地の集団のさ中で，

ダタンの集会の群にて，

やがてかの女は生むだろう

娘らをきみに．

かの女は生もう，幼女……を．
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かの女は生もう， 幼女・・・・・・を．

かの女は生もう， 幼女・・・・・・を．

かの女は生もう，幼女……を．

かの女は生もう，幼女……を．

かの女は生もう，幼女……を・
13 (26) 

mid . raa血[.k甲炉］ 大いに高められよ，クリト，

14 (26) 

b吐•0k1 . r"paa'i .'ar [$1] 地の集団のさ中で，

15 

b•p屯r1. qib閤 .d叩 nl グタンの集会の群にて．

16 

s屯r•仔hinnaa.'ab•kk守naa その末娘に私を嗣がせよう．」

17 

t叩 r'1k"".'il""m• . ti'it"• 炉 祝福しつつ神々は去る，

18 

t1'itaayuu .'il""m• . l''ahl如 m" 神々は去る，その蒜屋へ．

19 

daaザ 'il1. l•m嗜k如tlhu記 ＝ール一族はそのすみかへ．

20 
w叩 qr叩 .w中心 bい＜匹＞． かの女はやがて彼の息子らを生む，

l"h"<21i 

21 (28) 

w甲 q戸b".w叶aa由 b'naat• l•h" かの女！まやがて彼の娘らを生む．

22 

m如 ,b雨 b<i. s•n• が 見よ，七年のあいだに

23 
bi正 .k甲 ti.k•m叩m". t1dct•r" クリトの息子らは約束のように，

24 25 

'ap. b守 atu. };ta戸y• k•m叩m" ,.,、ラヤの娘らもまたそのように．

26 

wat-bs知 'aいr•仕 nidr由 そこでアジラは思い出す，彼の誓い

(29) 
w•'il予. p[lah] 

27 (30) 
w印砂u. g••h• . w•[t溶喩］

28 (31) 
p•h m•'.'ap . ku[r凡up•rra] 

29 (32) 
'u『naa. n1dr• [hu皿 lk汀

30 (33) 
'apr . h[ ] 

約 7行欠

IV 

約 5行欠
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女神は彼の約束を．

声を挙げてかの女は叫ぶ．

「見よ， クリトもまた（約束を）破

るのか，

王がその誓いを変えるのか．
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）
(34) 

p刊'an如 l如 dm1yitp如］ 足を足台におき，
2 (35) 

ga町.1刊 'attaがhu• kly唸喩］ 大声で彼は妻に叫ぶ．
3 (36) 

smaヽii[. 1am甲tu• 1).a戸ya] 「聞け，ムシト・ハラヤよ，
4 (37) 

tb炉［．蔚[mna].m吐ii'ikaa 「屠れ，脂ののったお前の牛を，
5 (37) 

ptal).ii . [r如]b予• yainl 開け，酒の樽を．
6 

轟 ii. 恕b'i両[• ]炉riya 呼べ，私の‘‘牡牛"を七十頭，
(37) 

tam aan iiyii町．［か]byiya 私の‘‘かもしか"を八十頭．
8 . (37) 
tau戸．かbが［．戸bba]ti 大いなるハビル，
9 (37) 

炉詞[.t吐吐叩］ 水豊かなハビルの8 、‘牡牛"を．
10 (38) 

[ ]'b [ ] . s [ ] m 
11 (39) 

[ ] r [ ] s [ ] qm 
12 (40) 

id . u [ ] t 
13 (41) 

11).n sq'[ ] abd [ ] 
14 

tismaヽu'.m甲tu. [炉］戸ya
15 

titba炉.samna . [ma] rii'iha 
16 

が[P]ta炉.ra炉b吐a. yaini 
17 

ムシト・ハラヤしま聞く．

脂ののったかの女の牛を屠り，

酒の樽を開く．
aヽlai杞.1au戸hu• ta茫 ribu

18 

aヽ狂hu. t雨 'rザ．かbyahu

かれの前にかれの‘‘牡牛"を来らせ，

かれの前にかれの“かもしか"を来

らせる．
19 
tau戸 hab甲・~ [ . ]戸bbaじ 大いなるハビ）レ，

20 

炉b甲• 1a戸rati 水豊かなハビ）レの 19、‘牡牛"を・
21 

baita• k甲 ti. tabuu•u如 クリトの家に彼らは入る，
22 (42) 

1ama . mau罰[ ] • …••すましヽに．
23 (43) 
w吋a厨m叩 gザ.t守 ddamuu 客の幕屋へ彼らは進む．

24 

yada• b閤 'i • tisla炉 手を鉢にかの女は伸べる，
25 

炉rba. bab雨 ri. t知 tuuna 刀を肉に彼らは当てる．
26 (44) 

[w門 'nii. m叩tu. J::iaraya ムシト・ハラヤは言う
27 (44) 

[l罰 ]mi.1虹 yi.凸 tiik国 「飲み食いのために， あなた方を呼
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28 (45) 

薗b印.1門K甲 ti,b呼 k"m"

約 15行欠

V 

約2行欠
(46) 

びました．

あなた方の主クリトは犠牲を持って

し、ます......

[t'tbab". s•m]n•. [m叶ii'珈］ かの女は脂ののった牛を屠り，

2 (47) 

[t'pt• 炉．戸ha]b吐a. [y•ini] 酒の樽を開く．

3 (48) 

l Jrp[ l 

4[ b]br [ t9> 
5 

bbr[ Jt[ t°> 
6 (5l) 

l•m• じb1[ ]t( J ・・・・・・すましヽヘ．
(52) 

[ l lP酎ddamu] ……かの女は進む．
(52) 

y如.b•sa ヽi. が[sla]1:iu 手を鉢にかの女は伸べる，
152) 

罰rb•. b門b咽a[r']. t雨 tuuna 刀を肉にかれらは当てる．
(52) 

[w吐aヽn''].m吐が.J:i•raya ムシト・ハラヤは言う

10 
(52) 

[l'咽 ]m'.1• 砂y'• ,'?aa]:it叫 [mu] 「飲み食いのためにあなた方を呼び

JI 

[ ]brk . t [ 
12 (53) 

('al.] kuritl ・びbl妙n•

13 (54) 

[k• 町 lr'gmi . t"u炉ma
14 (53) 

[ l m叩 m"・ザbk国
15 

[ ]t. w"b小bbi. tqb[ 
16 

[ ]ml . mtm . u~b'[t] 
17 

[) tr . srk . il 
18 19 

ました．

クリトのことをあなた方は泣いてい

る，

牡牛が仕えるように，

死ぬ者達•…••あなた方は泣く

aヽr心．翌ps'.1uuy•mg" k叶や． 日が沈むとクリトが着く，

20 

翌b'i'a. s•ps'b•'l吋y. 日が隠れろと我らの主は．
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21 (56) 

way1ml如[]~b'ln. 

クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

そして支配する•…••
(57)22 

way[ ]Y [kザ]tu taヽu

ぼ1a1が.babrl 

23 [ ] .'a炉tka・ヽ al
24 

[ ]k y嗜閤'i
25 
［］炉b1r.戸bbat

26 (58) 

[b心 r. t吐戸]t i1 d 

21 [pid ] . banst 

28[ ]mlu 

29 [ ] tm 

約 18行欠

VI 

sm'. l[ ]mt[ ]ml[ ]tnm 

気高きクリトは……

Hrで我々に（？）

.. …・ きみの妻•…• • 

.• …・彼は出す・・・・・・

……大いなる＾ビ）レ

……水豊かなハビ）レ

(59) 

(60) 

2'dm . <ti> [l炉]mu.t園 yu ……食べ，飲む•…••
w吐a•nii . m叩tu恥rテ ムシト。ハラヤは言う．

印［炉]ffi1, 1知［吋] • ~aal)_tii_ 「飲み食いさせるため， あなた方を
(60) 

kumu . 呼びました．
(61) 

5むb[l).u.1如 r甲 .'a]dun如 mu あなた方の主クリトは犠牲を持って

います．」
6 

aヽ1. k甲 ti[ . ] t如 'u叩 クリトの前に彼らは来る．

ka匹 rigmi・圧[r国]rlgmu• 牡牛がほえるように彼らは語る．

8 

(62) 
humu 

bdrt [ ] krt 

9[ 

Il K (=CTA 16) 

I (=UT 125 : 1-62) 
1 

[la] kザ ti クリトの（書）
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2 (631 

如 [k汀lb1.b心 ltlkaa. n"ヽザqu. 「犬のようにあたたの家の中を我々

はよぎる，
3 

k"'inr1'ap• . b-嗜t"圧 野良犬のようにあなたの歓びの部屋

を．

'ap .'ab".'ikm""t"m" t"m"叩 n 父上，何故あなたも死なねばならぬ

のか．
5 

'u]J. 咽t"kaa. l•ntni ヽ "t"q• . それともあなたの歓びは嘆きに変っ

たのか，

b守 .'a戸t;.'ab"茫 r;r;y; 父上，悲しむ女によって．

6 

仔bkyk•a .'abu . 父上，あなたを嘆く，

砂 ru. b•'l'~•p•n1 ノぐァル・サパンの山が．

杞 1u町.q•disU 聖なる鳥
8 

'a•n'y" . 1;aa1"1n• .'ad11戸． 偉大なる烏が哭く，
， 

茫 1ur叩 bu.m如n"'p•ザ 翼を大きく拡げた烏が．
10 

'ap [k汀 r守 .b守m•.'i「 一体クリトは＝ールの子か，
11 

炉p•恥 l•t1p••n1 . w•q噸's' 善意のもの・聖なるものの裔か．」
12 164) 

ヽ •l'ab屯u . y••ru<bu> 父の前に彼は進み，
13 

y•blぐ炉 W庁sn守． 泣含，歯ぎしりし，
14 

yiit呵 ,g叩 b如 y. 泣きながら声を出す．
165) 

b叩 yYikaa.'ab叩 .<n')ぷm印 「わたし達の父上， あなたの生きて

いるのが嬉しい，
15 

b叶aam叶 kaa. n•g叩n. あなたが死んでいないことを我々は

喜ぶ．
16 

k如lb' ザb•iがkaa . n"'ザq" 犬のように我々はあなたの家の中を

よぎる，
17 

k•'inr''ap• [ . ] b-噸k•• . 野良犬のようにあなたの歓びの部屋

を・
18 

'ap .'a.bu . k'm叩m• 仔rnuu仔n 父上，何故あなたまで死なねばなら

122 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



19 
'uh咽tukaa. 1antni aヽtaqa. 

b咄 .'a炉ti'abu. ~aar甲yi

20 

'ikma . yurg国．

21 

b1nu'iP即 r『[• ] 
22 

的如.1叩p呵 waqaa峠 i

'u'il uum a tam uu色 na
23 

sapa炉• 1a『paaが.1aayaJ::i_uu 

24 

way呵 yu.k甲 t11. taヽu
2'i 

b団 .'al. 『bk11n11.
26 

'alt如町.l1y. 

'al『K叩 .b叩．
27 

qra・ヽ alがkaa. 
28 

m炉.ri's炉 'udma•ap . 
29 

轟 .'abtakaa t1tm叩 ta
(66)30 

b炉．炉m炉<m>如 dann11.
(67) 

tabkiinii . w叩 dummu.Py [ ] 

31 (68) 

クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

ぬのか．

それともあなたの歓びは嘆きに変っ

たのか，

父上，悲しむ女によって．

どうして言われるのか，

『クリトはエールの子，

善意のもの・聖なるものの裔』と．

それとも神々でも死ぬのか，

善意のものの裔は生きながらえぬの

か．」

すると気高ぎクリトは答える．

「わが子よ，わたしのことを泣くな，

わたしのために嘆くな，

わが子よ，汲みほすな，

お前の眼の泉を

お前の頭の鉢から涙を

呼べ，お前の妹のティトマナトを，

情熱の強いむすめを

かの女が私のことを泣ぎ，私のため

に嘆くだろう（？）

[gaa] z守 .'al.targum . 1a•agt知壮者よ，お前の妹に語るな，
32 

[ ]r[ ]l[ ]dm<6~>•abtkaa 
33 

yada•tl . kiral).im吐

34 

'al. t愈 t.b雨 diima[ . ] mum mah a 

35 

b知 mk叩.9a'ata . n疇 ha
36 (70) 37 
[t]mt[n] . 9如 'a.r炉 t1s疇．

…•• •お前の妹・・・・..
私は知っている，かの女は憐れみ深

いのだ・

野でかの女が叫び声を上げたりしな

いよう，

高原でその魂の息吹きを．

待て（？）， 女主なる太陽が隠れる
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watagsaha . n'yr'計炉t'. 
39 

w"戸g"m. l''agt1k" t'trn呵 t1
40 

k叩t叩• daab炉 d'bl:i-a
(71)41 

叩llc" ・ヽaasiru•a記t"

(72) 

q"J:tn .'ap"k" bayadi 
42 (73) 

[b汀r[l"t"]k". b"皿 • y吋副n'

" I1k11 . skunii . 
,., 

ぼ191raar叩 'adun1k11
(74)45 

匹 r'b"[ ] b"□g国 l妙．

(75) 

w"y雰 ii. 1心 11'
46 

'apnk•• . gaaがr"'il炉'u
47 (761 

[m"]r如 h". yi'h沖.b"y"d' 
48 /77) 

[g]rgr由 .b吋和 .y町叩n'
49 (78) 

[w"]y'qr知.tr四 h
50 (79) 

[ ]k. m貨 yh".w噛"l'1n"
51 

['aJh予 h".炉'iba. y雨 'at. 
52 

lllal罰 hu1牙lliy疇 bu. 
53 

p叩 h".t喧予 y"翌'u

ha1ma .'ab心.ta詞 hu
5'(SO)  

[k閲 ]ha. l"'arざ.t凸 b団

55 (81) 

［ヽal.p"a]が[. l'agiha . tabk'yu 
56 (82) 

['ap . maal r'酎 malk"

―

↓

 

7
 

5
 

(83) 

l k"ritu .'adu印 kaa
58 (84) 

[way呵 y".]鰐zl戸 .'il炉'u
59 (8.1) 

[l"a mr9] m"a心.malkしl
60 
[ k門 r1tu''~l'ad団k国

GI (87) 

[k叶ltu, d""]bll)_u . dlbl)_a 

124 

のを，

よろずの光が輝やくのを

そして，妹のティトマナトに語れ，

『我々のクリトは犠牲を捧げている，

王は馳走をふるまっている．

片手できみの鼻を蔽え，

右手できみの咽候を．

さあ，住め，

きみの主人の高みに．

差し出せ••…•ぎみの献げ物で·…•

彼はすべてを喜び受けるだろう．』」

そこで壮者イルハウは，

片手に彼の槍をとる，

右手に彼の矛を．

そして近づく……

彼が若くと暗くなった・

彼の妹は水汲みに出たところ，

かれは槍を丘に立て，

顔を戸口に向ける．

かの女が兄を視るや否や，

腰が（よろけて）地にくずおれる．

兄の前でかの女は泣く．

「それでは王は病気なの，

あなたの主クリトは．」

壮者イルハウは答える，

「王は病気ではない，

きみ達の主クリトは．

クリトは犠牲を捧げている，
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62 (38) 

[m叶KU aヽa]Sや．ヽa記 t",

クリ｝叙事詩 (21(III K, II K) (松田）

王は馳走をふるまっている．
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1
1
四

7

3

7

4

7

5

W

7

6

7

7

7

8

7

9

8

0

かの女は兄に近づいて呼ばわる．

「何故あなたは私を（不安に）燃えさ

せるの，
~! 191) 

如lluu• yarb.i• k'maa[l母］ 何か月かれは病気なの，
82 192) 

m如 .k炉 wii.k可 tll] どれだけクリトは臥してるの」
83 192〉

,vay呵 yu. gaazi戸[.'i珈 'u] 壮者イルハウは答える．
84 (91) 

炉paぜ.y"rlJ-iima . k'm"" [心］ 「三か月かれは病気だ，
85 192) 

'arbaヽa. I改pawn. ku [rや］ 四か月クリトは臥している．
86 (93) 

mauda'. k甲 tu.m誓［炉 ］ 多分クリトは去ってしまった．
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87 

w•q1br• . t閤 r. 
(94)88 

q1 [br•] t閤 r.
(90) 

t叶umm. tnma[ l 
89 

知m• . nkyt1 . tgr[ 
90 

k•m• . suklult'. [ 
91 
'rym . lbl[ 

92bl[ ]ny[ 

93 

lbl . sk . w[ ]h 
94 (96) 

ybmh . sb'[ ] 
95 

gzr . il];iu t [ ] 1 
96 (97) 

trm[ . ]t~r . trm[. ]tqt 
97 

抒bk1yu.W 叩細nu. 
98 (93) 

[tい］田 g心 .b如 y
99 

b• 炉 [yY'ka• .'a]b"記 n'sm罰

b• 圧 maa廿kaa. n•g叩n

100 

kakalb; . [b" 1 ba; じkaa. n"'t"q" 

IOI 

きみは墓を作るがよい，

きみは墓を作るがよい

塚をきずくがよい，

門を備えた(?)宝庫のように，

囲みのように……・

かの女は泣ぎ，歯ぎしりし．

泣きながら声を出す．

「わたし達の父上， あなたの生きて

いるのが嬉しい．

あなたが死んでいないことを私達は

喜ぶ

犬のように私達はあなたの家の中を

よぎる，

k•'inr'[.'ap• .] b. 嗜tlピ 野良犬のようにあなたの歓びの部屋

を
102 

'ap .'ab" 炉ma•tuma ・炉m"叩n 父上，何故あなたまで死なねばなら

103 

'u!J咽t"k•a . l•b•kiyi 、 •t•q•

104 

b守 .'at!•が 'abu. 9••r'r'yi 
105 

'u'iluuma . t•muut""n• 
106 (99) 

s•p•I:i-u [l•] 『pa•ni . laayal)-uu 

126 

． 
ぬのか．

それともあなたの歓びは嘆きに変っ

たのか，

父上，悲しむ女によって．

それとも神々でも死ぬのか，

善意のものの裔は生きながらえぬの
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107 

『 [b]k1yk紐 'abu. 

炉 ru. b呼.9apani 
108 

茫 1u印 qa峠．

•aaniyu . 炉 [lu]ma .'adiiru 
109 

炉 1u. r知bu.m如 [nnip予］
110 
'ap. k甲 tub守 [ma.'iP] 

111 
的炉 1a『P呵[.waqaa峠］

112 (100) 
b如 ma. ta•ru [b凡 •a1 .'ab叩］

113 
t'rb . 1)-[ 
114 
bttm . t[ 

115 
sknt . [ 

116 
bkym[ 

117 
gr. y[ 

118 
ydm. [ 

119 

apn . [ 
120 
[ ] b [ 

約 3行欠

III (=UT 126: III) 

約 30行欠
1 

y唸守.sam [nu 
2 (101) 
'n[-/.]tr .'ar~. w雨 maim
3 (102) 
sablat . Ii絣ma.'ar~i 

4 (103) 
庫 smi• miytu・ヽ aini
5 

P'ar~i . ma『]ru. ba•p 
6 

w吐雨dii.ma斤．‘叩yi
7 
naヽi叩.1a•ar~i . ma斤.ba•p 

8 

w叶雨tlii. m吋吐U ・ヽ a『yi

クリト叙事詩 (2)(III K, II K) （松田）

か．

父上，あなたを嘆く，

バアル・サパンの山が．

聖なる鳥，

偉大なる鳥が哭く，

翼を大きく拡げた鳥が．

一体クリトはニールの子か，

善意のもの，聖なるものの裔か．」

泣きながらかの女は父の前に出る・

あぶらが注がれる•…••

……地と天

地の樹々の果

麦には泉のしめり，

地にはバアルの雨，

野には高き者の雨

バアルの雨は地にこころよく，

高含者の雨は野に．
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9 004) 

n•'国[ • l叫 t坪ti. b• 釘nn' I加の小麦にこころよく，
10 

b•m•[ . ]n丹叩.ksmm 耕地では麦に．
11 (105) 

ヽ •l t"l[m1] k吋rtrm 畦の上に芳香の如く．
12 
n愈 'u. [r]i's• . 1:i••ri巳m• 農夫らは頸を挙げる，
13 
恥[• ]'••d1b1 . d誓 n' 穀物を備えるものに向って．

14 (106) 

K中y• 1•1)-m" . [b"] d•nn1h五． 彼らの壺からパンが尽きた，
15 

K中y• 炉nu.b哨mt如 mu. 彼らの革袋がら酒が尽きた，
IG (107) 

k• [l•] y• 炉mnub•qu [b'"t'h"町］ 彼らの杯から油が尽きた．
17 (108) 

bt krt . t [ ] 

約 18行欠

IV (=UT 126 : IV) 

約 16行欠

1r 
2 

'il u ・ぎm• aヽ.'amr如
3 

p••h [t"] k•'iP . 

「＝ールはきみの言葉を聞いた．

＝ールのようにきみはよく祝，

炉k•mt". kザ ri.l"『p••nl 牡牛・善意のものの如くぎみは賢い．

呼べ，神のエ匠イルジを，' ざ1:)-• nagga戸 .'iP. ·ns• 
5 

'il [生] w•'a戸t如. n•g••r• 校 [.'ilーイルシとその妻なる女神らのエ匠

lh門を．」
6 

k恥.km'r[ ] ...... ? 

y翠守.n•gga戸 'ill .'il亙 かれは呼ぶ，神のエ匠イ）レジを，

\1s• . n泊 r". b•1t1 . b呼 バアルの家のエ匠イ］レジ 9と
， 
w•'att• 仔h11. n•gg•r•ta .'ilh呼 その妻なる女神らのエ匠を．

10 (109) 

w•ya'•n . 1叩paa正[ . l'il" dlpiー すると善意のもの，心優しぎエール

[di] は言う．
11 

sm• ヽ . 1叩 g""ru'ill'il[炉］ 「間け，神のエ匠イルシよ，

12'ilsu . n"g"• 戸 b••tl bザ バアルの家のエ匠イルシ13と．
13 
如 'a炉t如.n•gga戸t" .'il [h叶］ ぎみの妻なる女神らのエ匠ょ．
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14ヽapi. 1a炉km;.bnwn 

15 (110) 

lnbnpt . mspy 
16 (111) 
ぜ1aa1如面 m吐arriyu

17 (112) 

[ ] . lgr . gm . ~1:i 
18 [ 

クリト叙事詩 (2)(III K, II K) 

建物の肩に上れ，

？ 

（松田）

きみ達の三人は水注ぐ者（？）

]r[ ]m 

約 27行欠

V 

1.r [ 

2,r [ 

3'r [ 

4 

wy[ 

5b'd[ 
6 

yatr[ 

1bdk . [ 
8 

ぜnn叩茫［
， 
1altutihuu [ 

10 
wayaヽan]Ptipaanu . ['iF . dipidi 

(=UT 126: V) 

``‘、3
 

ー1

)

 

(

4

 

ー

↑

1ー（
 

11 

m'y ba'iliima . [yi守 yu.m分］
12 

ga戸梵mma.が[bl叩
13 

'in. b叫国]•anay如．
{115)14 

ya[t国 yu. ya⑰l叩]rigma 
15 

miy b汀'iliima. yiidayu] m向

g吐aa翌[mma. zibl叩］
16 

'in . ba'iliima ・ヽ a[na炉hu. 
(116)17 

ya戸bbiヽu]Y喩 mmisu・ザgma
18 

阿 y. ba'il国]y団 yu.m宜

酎 [ra知 mma. zibl叩］

二度目に……•

三度目に••…•

善意のもの・心優しきエールは言い

出す．

「神々の中の誰が病を退け得るか，

悪鬼を追い払って．」

神々の中の誰も彼に答えなかった．

二度，三度と言葉を重ねる，

「神々の中の誰が病を退け得るか，

悪鬼を追い払って」

神々の中の誰も彼に答えなかった．

四度，五度と言葉を重ねる，

「神々の中の誰が病を退け得るか，

悪鬼を追い払って」
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19 
'in. b● •nu血．咄[y如．］

20 

y吐•d叩 y•s•bbi•u • r1gm• . 
21 

[m1y .] b • 'ilnm• y咄 yu. m•r~• 

g•r••snmm• がbl•n•

22 

'in . b•'i111m• . ヽ•n•y•hu

23 ¥117) 

w•y• ヽ•n • 1叩p••nu . •nu . d1pid1 

24 

ぜbuu. btnuuya . l•m• 珈 [ti]如 mu

25 

1如即.z1bl如 [mu.
26 

'a] n••ku'i]J.t"r1su . 
27 

w• [ ] s•k••nu'as•k皿nu.
(118) 

y••d叩. [m•]ri;;1 
(119)28 

gaarl訊 az1bl叩．

r [ t:0'y•mlu'u 
29 

n'm. rt[ ] 
30 

y•qrui;;u dt . bpb-[ 

:: [ 

神々の中の誰も彼に答えなかった・

六度，七度と言葉を重ねる，

「神々の中の誰が病を退け得るか，

悪鬼を追い払って」

神々の中の誰も彼に答えなかった．

そこで善意のもの・心優しき＝ール

は言い出す．

「帰れ， わが子らよ， お前達のすみ

かへ，

お前達の支配の座へ．

私が自分で術を使って，

必ずやつくり出そう

病を退ける女を，

悪鬼を追払う女を」

……彼は満たす．

]mot 彼はつまむ……
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）
46 

bp . s[ 
47. 

11 . pd [ 
48 

iヽi刊ma.[d叩.mh. 

p守 ri国］かii. s [rr ] 
50 

mr[~ 
51 

zb[ln 

: : ~[ 

約8行欠

VI (=UT 127) 
1 

町々を•…•飛び，

村々 を..…•飛べ．

[m汀tu. dm . b-叩 死よ，お前は砕けよ，
z 

茫 t守 tudm 1叱． シャアタカトよ，お前は強くあれ．」

w叩tbaヽu. 茫 t守 tu そこでシャアタカトは去る．
3 

baita• kザ t1. b狂 'u. tabuu•u クリトの家にかの女は入らねばなら

ぬ．

4b叫tu• 『gl1炉.wa『buu•u 泣きながらかの女は突き進む，
5 

naa9i戸tu• ta防 'u.pn11皿 咽びつつかの女は奥地へ入る．
6 (121) 
1ヽ1r11町.tact•uu . mh 町々を…••かの女は飛び，

7 

p如 ruma. tad'uu . srr 村々を·…••かの女は飛ぶ．
8 (122) 
h吋狂ma.taヽ 町tu. [']tr [pt] m 杖でかの女は病魔を撃つ，， 
がblana. ヽa1. ri's如 悪鬼の頭を．

10 

w吐a炉 bu.targ唸a.nnuu. b如•aが かの女は再び彼の汗を洗い，
11 

naps如.1呼 mi.t1pt如 彼ののどをバンヘと開く，
12 
b吐l吐如.1吐rm1 彼の食欲を糧へと．

13 

m予.dm . gatta . 「死」は砕け，
14 

茫 t守 tudm . la'aan u シャアタカトは彼に勝った・
15 

wayapq如 K甲 tu. taヽu 気高きクリトは気が付く．
16 

yissa•u . ga炉 way閤炉 声を上げて彼は叫ぶ．
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17 

sm•'l•m叩tu 炉r•y• 「聞け， ムヽ ント。^ ラヤよ，

18 

tb屯Ii .'immi戸 w•'il炉匹 屠れ，私が食べる染を．

mgt . w•'itr"面 私ぷ摂る仔山羊を．」

19 

退m••u. m団tu, 1)-• 炉y• ムシト・ハラヤは聞く．

20 (123) 

tltb"炉 .'imm'戸 .w文 yl>附町 かの女は屠る，彼が食べる浪を．

21 

mgt . w•yitr• 血 彼が振る仔山羊を・

22 

h'n"li y•u岡 w"tnaa 見よ，一日（経ち），二日（経つと），

y咋uubu, k甲 tu. l• ヽ••d如 クリトは戻る，平常に．

23 

y•t'bu . l'k1s'i m吐ki 彼は坐る，王の椅子に．

2l 

l•n•• 炉ti. l"k•J:.it'. dark叩 玉座に，支配の座しこ．

25 

'ap. Y翠b".y吐ibu. b•h•1k• じ ヤシフ｀もまた王宮に坐る．

2G 

w•y• 副s•i戸nnuu. ggn叩 彼の内の声が彼を唆す．

27 

Pk . l"'abik•• . y唸ibu. 「行け，父の許へ，ヤシブよ，

28 

庫 l•['a]bik•• . w•rgum . 父の許へ行って話れ．

29 (1241 

t"n'y l•k11 [r'ti .'adun'k"• .] お前の主なるグリトに告げよ．

30 

'is仔ml『 ]waザq喩[.'udn" 『よく聴ぎ耳をすませ．
31 

k'i酎z"". gaazuum•] t'ddaba戸． 侵略者が製えばあなたは追われる，

w"[炉Jr•町[.t"twi炉］ そして山に住むだろう．

32 

§可lt• . b屯lt'.y• 由k"" 過ちをあなたは犯した．

33 

ia• ザd"nu. d"n• .'alm"n杞 寡婦の訴えをあなたは取上げ得ず，

34 

1••t1tp吋u . t•p• 『.q•• 酎r". n"閲 苦しむ者の裁きを裁けない．

35 

k"m•• .'agaat• .'疇．叩dw1' げにもあなたは病の床と兄弟になり，

36 

'an'st• .'牙炉.z'bl玉 悪鬼の床と親しんだ．

37 r1d . 1国 lk'.'aml如 王位を下りよ，私が王になる．

38 

1• かrk叶k••'糾b•nn•• あなたの王座を（下りよ）， 私がそ

39 

y' しbかI• y閤b"配lmu.
40 

吋 'ab1h" . y• ヽ 戸bしI • 
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）
41 

yissa•u g由 waya9喩 声を上げて叫ぶ．
42 

sma• maヽ.Iak甲 tu巳 「さあ聞け，気高きクリトよ，

'i的 mi'.w予 q屯 'udna よく聴き，耳をすませ．
43 

ku炉2uu. gaa炉 ma.t炉 baru 侵略者が襲えばあなたは追われる，
44 

waguu戸ma.tatwi炉． そして山に住むだろう．
45 

5守 lザ b屯lti. y如 kaa. 過ちをあなたは犯した・
46 

1aatadii印 diina.'almanaが 寡婦の訴えをあなたは取上げ得ず，
47 

1aaがtp手炉p吋aqaaざra. na詞． 苦しむ者の裁きを裁けず，
48 

1aa炉dayul賛 ii叩．ヽuup. d叩． 貧者の子を掠める者共を退け得ない．
49 

lap国 kaa肝 tas叫 mu.y吐aa叩． あなたは養えない，あなたの前の孤

児を，
50 

ba•cta kisPkaa .'almanata . あなたの後の寡婦を．
51 

kum紐 'a炉 ta・ヽa因.madvvu げにもあなたは病の床と兄弟になり，
52 

'an屯ta aヽrsu. zibl呵 悪鬼の床と親しんだ．
53 

r1d . Ia皿 lki'aml如 王位を下りよ，私が王になる．
54 

1a由rk叩kaa.'atザ nnaa あなたの王座を（下りよ），私がそれ

way呵 yu.k甲 tu『,u. 
55 

y吐bur1J_auraanu . yaabinil . 

56 
y吐bur. 1_iauraa団 ri寄 kaa[ . ] 

57 (125) 

に坐る」

すると気高きクリトが答える．

「ホーラーンが砕くがよい わが子

ょ，

ホーラーンが砕くがよい，お前の頭

を．

aヽtt牙予.sumu. b呼 qadq如 kaa. バア）レの名・アシタルテがお前の頭

t守 pan. ba釘bl1
58 

sntk . bl).pnk . wt'n 

［奥付] sapa戸 'ihnilkutaヽaya

蓋を．

山の中へ落ちるがよい

•••••• ?」

書いたのはイリミルク，献げたのは
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4. テクスト注

：はその箇所の異なる読み方，その主な提唱者名を（ ）に入れて，またその

読み方の根拠となった箇所を＜以下で示す． 「原」は上渇の Virolleaud翻刻の

楔形文字原文を指す．

1) (Virolleaud, etc.) 

2) : [ ] bdn (Virolleaud, etc.) 

3) (Virolleaud, etc.) 

4) : [ ]yrl_i (CTA) 

5) : [ ] (Gordon) 

6) (Virolleaud): [w']dt (CTA) 

7) :'[p] r(?)(Virolleaud) 

8) : bbth (Gordon, etc.) 

9) (CTA, etc.): [b ]h (Virolleaud): [b]h (Driver) 

10) (Gordon): w[ ]lu (Virolleaud): wy9u (Driver): wy[ ] (Gray) 

11) (Virolleaud, etc,) 

12) (Gordon, CTA): [w]tb'(Virolleaud): [t]tb'(Driver): [p ]tb'(Gins-

berg) 

13) (Virolleaud, etc.) 

14) (Virolleaud, CT A): [b] yd (Gordon, Gray) 

15) (Virolleaud, etc.) 

16) : [y]brkm (Virolleaud) 

17) : [mlk (?)](Virolleaud, Driver): [il. ](Gordon): [ ](Gray) 

18) (Virolleaud, Driver, CTA): [ ]m (Gordon, Gray) 

19) (Virolleaud, etc.) 

20) (Virolleaud, Gordon): w!mn t!mnm (Ginsberg): w!mn t!tmnm (CTA) 

： w!mn t!tmn (Gray) 

21) (Virolleaud, etc.) 

22) (Virolle.aud, Gray): [ ] (CTA): [t ilm] (Driver): [t ilm n'mm] 

(Gordon) 

23) (Virolleaud, etc, <II 13-15) 

24) (Virolleaud <III 21): bn. tlk (CT A): [ ] n. tlk (原， Gordon,Gray) 

25) : p[gt.!tmnt] (Driver) 

26) (Virolleaud, etc.) 

27) (Ginsberg, CT A): bn lh (原， Gordon,Driver, Gray) 

28) (Gintberg, CT A): bnm (原， Gordon,Driver, Gray) 

29) (Ginsberg, Driver): p [ ] (Virolleaud, etc.) 
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

30) (Virolleaud, etc.) 

31) (Driver): k [rt. !'(?)] (Virolleaud) : kr[t. ypr] (Ginsberg) : k [rt] 

(Gordon, Gray, CTA) 

32) (Driver): ndr[m mlk] (Ginsberg): ndr[ ] (Gordon, Gray, CTA) 

33) (Virolleaud, Gordon, Gray): pli[y ] (Ginsberg, Driver) 

34) (Ginsberg, Driver, Gordon, Gray <IID: II11: p[ ] (Virolleaud, 

CTA) 

35) (Virolleaud, etc. <IID: V 15) 

36) (Virolleaud, etc. <IV 14) 

37) (Virolleaud, etc. <IV 15-20) 

38) (CTA): t(?)'$U(?) (Virolleaud, Driver): -'$-. s[ ]m (Gordon, 

Gray) 

39) (CTA): [ ]rt[ .. ]tstn (?) qm (Virolleaud, Driver): [ ]rt[ ] 

tdttqm (?) (Gordon, Gray) 

40) (CT A): idb [ ] t (Ginsberg, etc.) 

41) (CTA): lbnsq[ ... ]md[.](Virolleaud, Driver, Gray) 

42) (Virolleaud, CTA): [batpt] (Driver <IIIK: V 6): [h atw](Gray): 

[.atr] (Aistleitner) 

43) (Virolleaud): wlg.m mr (Driver, Gordon, Aistleitner, Gray) 

44) (Virolleaud, etc. <VI 3-4) 

45) (Gordon, etc. <VI 5): dbb. dbb (?). 1 (Virolleaud) 

46) (Virolleaud, CTA <IV 15): []n.t[ ](Gordon): [ ]n. t[y ](Gray) 

47) (Virolleaud, CTA IV 16): [ ]bt. [ ](Gordon, Gray): y[n. ltr] 

(Driver) 

48) (Virolleaud, CTA): [ ] rpi (?) [ ] (Gordon, Gray): [l].br .rbt.k] rpn 

[. yn] (Driver) 

49) (CTA): [l!r. !i-]br[. trrt] (Driver) 

50) (CTA): [ ] p [ ] (Virolleaud, etc.) 

51) (CTA): [l]mtb[. b]at[pt wl!_i.mrr](Driver <IV 22, 23) 

52) (Virolleaud, etc. <IV 23-27) 

53) (Virolleaud, etc.) 

54) (Ginsberg, Gordon, Driver, Gray) 

55) ['l (?)] (Virolleaud): [bk] (Driver) 

56) : [u (?)] $b (Virolleaud) 

57) : wy ['n] y (Virolleaud) 
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58) (CT A): wit d (Ginsberg, Driver) 

59) (Virolleaud, CTA): sm'. [ ]mt-m. l[ ]tnm (Gordon, Gray) 

60) (Virolleaud, etc.) 

61) : db[l,.. dbl,. (?). lkrt.]adnkm (Virolleaud) 

62) (Virolleaud, etc.) 

63) (Virolleaud, etc. <I 15) 

64) (Virolleaud, etc.): 原 y'r$

65) (Virolleaud, etc.): 原 asm!}

66) (Ginsberg, Gray): l,.ml,.h (原， Virolleaud,Driver, Gordon, CTA) 

67) (Gordon, Gray): [.] !'(Driver) 

68) (Ginsberg, Driver, Gordon, Gray, CTA) 

69) (Gray): [ Jr[ ]I[ ]. (Virolleaud, Gordon): [t]rgm, l[h. t]dm. 

(Driver) 

70) (Virolleaud, Driver) 

71) :'sr[n] (Virolleaud, Driver) 

72) (Virolleaud, Driver, Gray): tpk byd (Ginsberg): ap kbyd (Gordon) 

73) (Virolleaud, Driver, Gray): grltk (?) (CTA): [ ]r b?tk (Gordon) 

74) (CT A, etc.): [trそ'?](Virolleaud): [. trそ'!,k](Driver<I 49) 

75) (Ginsberg, Driver, Gordon, etc.): [w!}r:;i] (Virolleaud, CTA) 

76) (Virolleaud, etc.) 

77) (Ginsberg, CTA): [w(?)g(?)]rgrh (Virolleaud): [ ]rgrh (Gordon) 

78) (Virolleaud, etc.): [ ] yqrb(Gordon) 

79) (Gordon): tk (Ginsberg): [bt] k (Driver) 

80) (Virolleaud, etc. <VAB: D30 IIAB: II17-18 ID: 95) 

81) (Virolleaud, Ginsberg, Driver): [ ] (CT A) 

82) (Driver): [ m] r$ (Virolleaud, Gordon, CT A) 

83) (Virolleaud, CTA, Gordon, Gray): [hm dw] (Ginsberg): [u dw.] 

(Driver) 

84) (Viroll,eaud, CTA): [wy'n] (Ginsberg, Driver): [ ] (Gordon) 

85) (Ginsberg, Gordon): [ d'. k. I] (Driver, Aistleitner): [ ] (Virol-

leaud) 

86) (Virolleaud, CTA, Gordon, Gray): [dw k]rt (Ginsberg): [k. I dw. 

k] rt (Driver) 

87) (Ginsberg): [krtn, d] bl,. (Virolleaud, Driver) 
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88) (Virolleaud, Ginsberg): [']sr (Gordon, CTA, etc.) 

89) (CTA): [h. tsal] (Ginsberg, Driver) 

90) : [a!i] (Ginsberg, Driver) 

91) (Ginsberg, etc.) 

92) (Virolleaud, etc.) 

93) (Driver) 

94) (Virolleaud, Ginsberg, Driver, CTA) 

95) (Virolleaud, Driver, Gordon): tnq (CTA) 

96) (Gordon, Gray, CTA): sb'ym[m](Virolleaud): sb'[,]ym[m. wy'ny] 

(Driver) 

97) (Ginsberg, CTA): [s't] qt (Virolleaud, Driver) 

98) 11. 97-101<II 12-16 

99) 11. 106-111 <II 6-11 

100) (Ginsberg, CT A) 

101) (CTA):'n'k(?)r (Virolleaud, Driver) :'n[ ] r. (Gordon) 

102) (Virolleaud, Driver, Gordon, Gray): sb lq$m (CTA) 

103) (Virolleaud, etc.): mhyt'(CT A) 

104) (CTA): b'n (Ginsberg, Gordon, Gray, Driver): btn (Virolleaud) 

105) (Gray):'l tlk(?)'trtrm (Virolleaud):'l tl k'tr trm (Driver):'l tl 

[-] k'trtrm (CT A) 

106) (Ginsberg, Gordon, Driver, Aistleitner): [b]'dnhm (Virolleaud, 

CTA) 

107) (CTA) : bq[lth叫 (Ginsberg,Driver, CT A) : bq [tr(?)hm] (Virol-

leaud): bq[rbthm] (Gray) 

108) : t[bun] (Virolleaud, Driver) 

109) (Ginsberg, CTA): ky'n (Virolleaud, Driver) 

110) (CTA): ln!_in ptm spy (?) (Virolleaud): ln!,i npt mspy (Gray): 

ln!_inpt. msp!_i (Ginsberg, Gordon) 

111) (Gray, etc.): tlt kmm trry (Virolleaud, CTA) 

112) (CTA) : .lgrg(?)mt(?)ll;i. [n(?)] (Virolleaud) : .lgrgm'll;i. (Driver) 

etc. 

113) [.bymnk] (Virolleaud, Driver) 

114) [bydk. (Driver) 

115) (CTA): y[rb'il] (Ginsberg, Gray): y[tlt. yrb'(?)] (Virolleaud, 

Driver): y[rb'(?)] (Gordon) 

137 



116) (CTA):'[nyh] (Virolleaud, Ginsberg, etc.) 

117) (Virolleaud, etc.): bpid (原）

118) (CTA): ydm?[.mr]¥l (Virolleaud): yd mr:;; (Ginsberg, Gordon, 

Driver) etc. 

119) (CT A): grsm C原， Virolleaud,Driver, Gordon, Gray) 

120) : [ydh] (Ginsberg, Driver, Aistleitner) 

121) (CT A) : mt(Virolleaud, Driver) : mi (Ginsberg, Gordon) : tgh 

(Gray) 

122) (Ginsberg, Gorgon, Gray): ptr ptm (Virolleaud, Driver): (p/t/') tr. 

(?) (pt/k)rn (CTA) 

123) (Driver, Gray): <Y>lJ;im (Virolleaud, CTA): wll;im (原， Gordon)

124) (CT A): I k[rt !'] (Virolleaud, Ginsberg, Gordon, Driver) 

125) : qdqdr C原）

5 ． ’ 吾 注

III K (CT A 15) 

1. 大ぎく欠けている最初の箇所は， Ginsbergに拠れば， IKを承け

てクリトの使者に対するウドムの王なるムシト・ハラヤの父バビ）レの言葉

で，「帰つてクリトに告げよ， ムジトを君にめとらせよう， しかし彼女を

手放すのは如何にも惜しい」と，ムシトの飽をたたえ，人民の彼女を禁う

さまを述べて 1.7に至る．

2. muそammi'a は ✓和i'(: hb. :jm', ar. ;;ami'a, ak. :jama'u~:jamu) 

の Dptc s acc. O yadaほ副詞的対格 (Ginsberg等）．

3. tatatkirni (<*taぷatkir-n7)はパ応(: hb. ak. skr) の Simpf 

s3f +suf. pl (Virolleaud, Aistleitner); Ginsberg, Gray は次行とのつ

ながりを考えてく彼らは彼女について行く＞とする．

4. = IK 124-125. ただし文脈が異る．

6. りPlについては cf.IK 90; Ginsbergは 1.5との対照から <'the

flock;;>とする O umht vま umの p;cf. ar.'umm-,'ummahiit-; BL§ 

78 e. 

138 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

7. ktn!Jnは kf(: hb. kf)+✓示巧(: hb. nw!J, ar. nw!J <大声で嘆

< >), impf p3m; Aistleitner vまsufs3fを，また Dahoodはパ面i

(cf. エレミヤ 22:23)を考えるが不可．

II 

4. yrlJ vまく月>(: hb. yra!J, arm. yarl;a, ak. ar加），母音は abdi-

yarib, yaribimanuという人名 (PTUp. 145)に拠る 0 zblは cf.IK 

17注；母音は PTUp. 183による．

6. r!Jmyは ss13, 28で atrtと並んで現れるから，アシラのエピテ

ットか； cf. hb. ra!Jam (士師 5:30); マリ文書に Ra-ab-ma-ya等の名

がある (APNp. 261) 0 rsp (: hb. resep <焔＞）を IK19の拙訳では

「疫神」とした；炎熱時に最も強く， 死と豊饒の相を備えた冥界と疫病の

神とされる (PTUp. 181). 

7. tlthはく3>を語根だとする点は同じであるが，訳は <satri-

nite> (Virolleaud), <the third thereof> (Driver), <three pairs 

of them> (Gaster~JQR, XXXVII, 1947, p.287), <threefold> (Gordon), 

<in ihrer Dreizahl> (Jirku), <the three categories thereof> 

(Gray)と様々. Grayはここに， ウガリットにおける定着と文化発展の

3段階に応じた宗教と神話の 3つの異なる層一ーエールとその一族， 月神

が代表する星の神々， クサル・ハシスというエジプトの工芸の神々ー~を

見ようとする．

8. apnkは新しい挿話の始まりを示す (Virolleaud)副詞で， 'ap <前

に>+hinnfka;cf. aphm, aphn, apn (WU 346). 

9-10. 意味不明. Aistlei tnerによればく彼の［家に］入るのを彼は

許したが， 出るのを許さなかった＞となるが， それならば wy!}aでなけ

ればならない（テクスト注参照）．

11. [alj]r vま IIAB:III23 a!Jr mgy alyn b'l, IV-V 106 a!Jr mgy ktr 

w!Jss, IIIAB : B30 a!Jr tmgyn mlak ym, IID : V25 a!Jr ymgy ktr 26wljss 

による推読．ただしこれらの個所では， aりrvま何れも後に主文をもつ従属
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接続詞. Aistleitnerはこれを従属接続詞としながら，前文にかかろよう

に訳している．その他の訳では〈そのあとで＞という advとする．

13. la-(: ar. la)は呼びかけの間投飼. ltpnは多くの場合このように

ii dpidを伴なうから， nのニビテットとすべきであろう：くKindly

One;,, (Ginsberg), <'.Gu tiger;,, (Aistleitner), <Freundlicher;,, (Jirku), 

<the Kindlyジ (Gray);cf. ar. la可＜視切な＞．これに対し， Driver

((Lutpan, kindly god》)， Gordon((Ltpn, God of Mercy》)らはこれを

一つの神名と考える. latipanという母音は deMoor (UF p. 172)の訳

文によったものである. 14. dpidは d(関係詞）+ pid (: ar. fi'du, f. がiid

＜心►), lit. <'. 心を持った;,,(Ginsberg, Driver等）．

14. 15. [-; を Driver,Aistleitncrは "Optativpartikel"(: ak. lu) 

とするに対し， Ginsberg,Gordonらは否定辞(:ak. la)とするが， こ

の場合いずれともとれる．一般に，疑間文における否定辞は修辞的否定の

怠味を帯びつつ希求的・命令的意味の副詞に変り得るものであるから 0

brk 11 mrは IID:I 25, 36にも見られるので ar.marfr <強い;,>を授用

して/玉丑＜強める＞とする (Driver,Gordon等） O n'mnの神名との

結合および母音は cf.PTU p. 163, APN p, 237£. 

17. bydll bmymnは IIIAB:B 39, IV AB: II 6-7, IIK: I-II 41-2, 47-8 

にも見られる．

18. 同一動詞の inf.abs. と定形とが結合するとき動罰の腐味が強め

られることはヘブライ語におけると同様である (Gordon,UT 9.27)が， こ

この brkmybrkのように inf.abs. に -mが接尾するときは更に強意が

加わるのであろうか． アッカド語では初期に -maを伴ない， 後期に伴な

わぬ例が多い (Soden,GAG 150a)ことを考えると，本来必ず接尾した -m

が後に脱落したとも推測される．

21. auから 25の lkまでが一文をなす． ここの始めの 3句は A-B-呼

びかけ IIA-B-C II A'-B1-C1という構造をもっ． これは第 1句で呼びかけ

を入れたため， A-Bを第2句で繰返した上で補語 Cを入れて一句を完結
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

させたもので， 旧約聖書にも見られる構造である. e.g. 雅歌 4: 8 ('ty 

mlbnwn klh /'ty mlbnwn tbw'yく私と一緒にレバノンから，花嫁よ，私と

一緒にレバノンから，お出で►) (S. E. Loewenstamm: The Expanded Colon 

in Ugaritic and Biblical Verse. JSS 1969, p. 176-196). なお au,glmtを ace

として J:tzrkで文が結ばれる (Driver,Aistleitner)とするも可．ただ Aist-

leitnerのように tqJ:t,t炉rbを "Narra ti v"と考えると， クリトは既に結

婚していることになる．

24. tmnt vま＜第 8 の（もの）► f. 次は Virolleaudの書写した楔形

文字では umnmとなっているが， これを umnt.と読むことも容易にでき

る. Umnt vまIIK:I 29, 39に出るクリトの娘の名語根は tmn<;8• で
あるから Gordonは Octaviaと訳した (UT19. 2698); <; 8回生む＞等

の動詞とする (Ginsberg,Aistleitner, Driver, Gray等）のは， bnmとのバ

ラレルを考えると無理であろう．

25. y$b vま ✓五函く設ける＞で， マリ文書には Ya-an-0i-ib-,Ya-

0i-ib-, Ya-a0-0i-ibに始まる人名が見られる (APNp。241). 上の Itmnt

と共に IIKで重要な役割を演ずることになる．

26. 女神アシラとアナトを乳母とする， ということによってクリトの嗣

子の常人と異なる生い立ちを示す (Gray).

III. 

3. rpiの解釈は様々： Virolleaudらは創世記 15:20等の rpa,'fm(伝

説的なパレスチナ先住民）と等視し， Aistleitnerらは ak.rubu <Furst• 
からの借用， Gordonはおそらくイザヤ 14:9, ヨフ,,26 : 5等の rpii'fm

＜死者の霊＞から <deities► (UT 19. 2346, UL, UMC)とし， Grayら

は創世記 20: 17, 列王下 2:21における rp'から類推して rpiarfjを＜土

地を豊饒にするもの＞とする． 我々は次行の qb$との対照上， ar. rf' 

く結合する＞を引用して <;community► (Ginsberg), <;congrega-

tion• (Driver)としたのに拠る．

4. p~r: ak. pu!]ru <集まり ► 0 qb$: hb. qibb恥＜集合► 0 dtn 
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は hb.diitiin (民数 16:1等）と関連した種族の名であろう (Virolleaud, 

Gordon UT 19.712, Gray). Ginsberg, Driver らは <the realm•, 
Aistlei tner は <Herrscher► とする．

5. lit. 「子供を生むことに彼女は近づく」 (Driver,Gray); すなわち

wldほ inf.abs. _(Gordon, UT 9.48); tqrbを Aistleitnerは N <be-

gattet werden•, Ginsbergは qrb<内側＞から派生した動詞 <con-

ceive• とし， wldを wa+ld(✓而面の inf?) とする．

7. pgtをく幼女＞とする点，諸家は大体一致している.cf.hb.p即i(出

エジプト 1:15); IDでは Aqhtの妹の名として現れる．

16. この末娘とは II24に既出の Ttmntであろう・

22. Ginsberg, Gordonらと同じ； Driver, Aistleitner qま＜第7年

目に＞とする．

23. lit. 「クリトの息子らは彼女が約束した（✓面丘）彼ら (hm) のよう

に」

25. ✓E函： ar. !Jassa く感知する ►, et. ~as巫a<見付ける►, ak. 

~asiisu <考える► (WU) 

26. 「女神」はアシラのこと；アシラ II女神は cf.IK 198, 202 V AB: 

E 45等．

28. m'qま sm'm' くいざ聞け► (IAB : Vl23 IIIAB: C15 IK229 

等）のように常に命令形の後に立ってこれを強める機能を持つから，ここ

でも phを impとする-<見よ＞という諸家の一致した訳には異存な

いが ar.biiha <et. beobachten• (Aistleitner)との対応は問題であろ

ぅ.0 pr qま ✓声(: hb.prr, ak. parliru <破る ►), pf s3m (Driver) 

IV. 

1. Ginsbergによるこの推読ほ IAB:III 15 IIAB: IV 29 IID: 

II 11に基づくもので， これは王についてのみ用いられる定型的表現であ

る．

2. cf. IK 229. 
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

4. smn mrikは lit.<お前の牛の脂>cf. e.g. l;akmot saroteha <lit. 

彼女の侍女達の賢者達→一番賢い侍女達＞（士師 5:29) 

6-8. 「牡牛」，「かもしか」は比喩で， クリトを取囲む 10のグループか

ら成る首長を指す (Virolleaud); Grayによれば牡牛はバアルの動物であ

り， かもしかの角はエジプト新王朝の彫刻の中で Rsp神の象徴とされて

いるから， それぞれバアルと Rspの神官達を指すのであろうという．こ

ういった意味を汲んで fryは <peers>(Ginsberg), <dukes> (Driver), 

<Magnaten> (Aistleitner); 初byyは <barons>(Ginsberg, Driver), 

く(Truppen)fuhrer (?) > (Aistleitner)のように訳される． 「ハビルの

牡牛」は「モアブの牡牛→モアブの首長」 （出エジプト 15:15, cf. 工ゼキエ

ル 31:11)等と同じ表現 (Virolleaud).

23. cf. テクスト注. ~m mr (mrは＜主人>:syr. mare)と読めば，

＜幕屋＞に ~m,...__,~mt (IK 65, 159)の交替を認めることになるし，文脈

からも， bmtgr (: hb. ger <客＞）の方がよい．

24. 応fliを Jirkuvま p3mとする．

25. tstnを Ginsberg,Driver, Gordon, Grayらは s3fとする. tqtl 

という型は p3mでも s3fでもあり得るが， tqtlnという型が s3fである

ことは energ.形以外には考えられない；さらに文脈からも 1.24の妻の

行為と此処の客人の動作とが対照させられている， とするのが自然であ

る．

28. lkrtの lをくのために， 対して＞ではなくくに（所有）＞とする

(Ginsberg, Driver, etc.) 

V 

13. lit. 「牡牛達の言葉のように」

15-17 原文欠損多く文脈不明. 1. 17の srkilを <{tonprince (c'est) 

El?~ と Virolleaudは訳すが，ここの frがく君侯＞だとすると， il

がそう呼ばれるのは此処だけである．

18, 19.'rb sps II :;bia (: ar. cfb'<{隠す~) sps (Ginsberg, etc.); :;bia 
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が対格語尾をもつから 'rbをも副詞的機能の対格と考える (Ginsberg,Dri-

ver). Gordon, Gray vまymgの目的とし， <reachthe sun-set)>, す

なわち日の沈まぬうちに箸く，と解する．

20. b'lnyは当然クリトを指す. -nyは Gordonによると 1人称双数の

接尾人称代名詞である (UT6. 9 ; Gordon~ ま—ny を古代＝ジプト語の nj

と対応させ，セムー＝ジプト共通祖語においてはすべての人称が双数を持

っていたとする， cf. CGS 13.28). しかしここは客観的にはハラヤと多

くの客人達が居るわけで， Driverも <ofus both)>と訳しながらその

注に Sc.Huray and the lords of Udmという. Aistleitnerはこの

場合の—ny は Pl であるという (GU p. 27). 形式の意味と客観的事態とは

別であるから双数としてもよい訳であるが，我々は総じてセム語中ウガリ

ットにのみ文法的範疇としての 1人称双数があったことを疑い, -ny vまPl

の—n (おそら <-nf)の allographだと考える. 1. 21, 22では 'In<我

々の上に＞となっている．

24. ys#~ ま ✓Y?' の S impf s3m; すなわち yafai$i'<*yasay$i'u.

IIK (CTA 16) 

I. 

1. この碑板の物語の主人公を示す表題. IAB: I 1 (lb'!), ID: I 1 

(laqht)に倣って[/]を補なう．

2-5. 1. 15以下， 1.100以下に再出する問題の個所；瀕死の父親を前に

したその子（おそらく 1.46の Il]J.u) の言葉であることは察せられるが，殆

んど全部の単語の意味につき見解が定まらない我々は普通のセム語の知

識によればこうなるべきだという解釈を示す．

2. klb (: hb. keleb, arm. kalbii., ar. kalb, ak. kalbu)は＜犬)>,

従ってこれと対をなす inrも犬の一種である (Virolleaud以来）． 拙訳は

Ginsbergに従ったが ar.nawaru <vagabond)> tの対応は必須では

ない． その他＜番犬)> (Virolleaud, Aistleitner等）， ＜猟犬► (Driver 

等）.klbをpass.ptc. kii.lubく囚われ人＞とし， inrを ar.nwr <II. 入
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

墨する＞と対応する語根から派生した名詞の不規則複数形で， 古代では

祭司が入墨する習肌があったとして， <temple servitors• と訳する

Grayの説は牽強附会に過ぎる. de Moorは Studiesin the new al-

phabetic texts from Ras Shamra I (UF p. 167-188)の中で RS.24. 

258 (Ugaritica V, 1968, p. 545-551)の表面 1.13の linrが !mgrlb (: ak. 

ina migir libbi <of one's own accord;>) とバラレルであるとして，

inrを ht.innarii <on one's own account;>からの借用と考え， ここ

で klbII inrだから， klb=k+lb(: hb. kilbab <willingly;>) と説明す

る (p.171-2). これは斬新だが， ヒッタイト語を持出したり， k-を ik-と

同じく <how;>とするなど，熊理な点も見える 0 bbtk=b-(prep) +bt 

＜家;>+k(suf) とし， b-をくから;>(Aistleitner; Dahood, UF p.28)で

はなく，くにおいて;>(Gordon, Jirku)とする； mhb(!) biibu'iiと対応さ

せて bbtく顔付＞とし， n'tqを pass s3m <変えられた＞とする

Ginsberg, Driver, Grayの説は採らない； de Moor vま bt11 hstから，

ak. bztuにおける比喩的意味を参照して btをく墓＞とする 0 n'tq vま

'tq (: hb.'tq, ak. etequ <通過する＞）の imp_f pl. 我々は家の中を右

往左往する様を考えるが， Aistleitnerらの訳では家から出て行くことに

なる．

3. ap hstk 11 btkとし， apを VAB:E33-5で bdrmと対句をなす ap

sgrt (拙訳く小室》）の apと同一視する (Dahood,UF p. 28) 0応tkをくあ

なたの歓び＞としたのは， 1. 4で硲tkが「嘆きに変る」故，＜嘆き＞

とは反対の意味を持つべきだと考えたため (Ginsberg,Driver, Dahood). 

Driverは ar.hissatu <lustiness;>と対応させる. ak. !Jastuによ

り＜墓;>(Jirku, de Moor) とするのは文脈的に困難 0 ik: ak. ikke 

<wie ! ?;> O mtm vま ✓mwtの inf.abs+ma; inf. abs+ma+impf 

については cf.IIIK: II 18注. Ginsbergらは ik<like;>, mtm <the 

mortals;>とする．

4. ntn vま 1.100では bky, 故にく歎き;>(Ginsberg, Gray), <Kla-
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geleute;> (Aistleitner)など. Gordon (UMC)は <norwe be allow-

ed;> としているから， ✓而云 N plを考えているようだ． 同じく

✓声 N としがなら， ytnql <声を挙げる＞の qlを省略した infで，

<the _being raised (of the voice in weeping);>から <moaning;>と

いう意味になったという deMoorの説は納得できない．

5.'tqほ preplと統合してくに向って通過する＞→くに変る;>(Gins-

berg等） 0 bd=b+ydくによって;>(Driver, Gordon, Gray); Ginsberg 

らは IID:VI 31 V AB: I 18における ybdll於rによって＜挽歌＞と

し， 1.4 ntnと同格とする； Aistlei tnerは次の att<哭き女＞を主語

とする＜歌う;>(cf. ar. nb4 <klopfen;>)を考える 0 $rry vま＜嘆き

悲しむ;>adj f (ak. $iiriru <挽歌の歌手;>, ar. :jrrく激しく泣く>)

(Ginsberg); その他， ak.:jar『ruによりく私の黄金;>(Aistleitner), <私

の輝き;> (Driver); ak. :jerretiにより＜高みにおいて;> (Gordon, UT 

19, 2199)等，諸説あり．

7. fipnを Ginsberg,Aistleitner, Grayらは grb'l <バアルの山＞

と同格の地名とするのに対し， Driver,Gordonらは b'l$pnを一つの神

名として扱う. b'l fipnほ祭儀的テクストにおいても他の神々の名と並ん

で出ている (CTA34: 10 36: 14)し， ii [fpn (CT A 29 : 1)という表現もあ

るので， 神名と見るべきであろう；但し対句構造は破れる 0 l;l vま1.9 

で rl;bmknpt <翼を広く張った＞と形容されるので鳥の一種 (cf.hb. 

徊Z<不死鳥＞ヨフ゜ 29:18) と解する. 1. 7, 8の -mは神名などに接

尾する限定辞 (Aistleitner,GU p. 35)と見る；すなわちこの l;lvま烏神で

あろう. Virolleaud vまl;rくたか＞の別形， Aistleitnerほ <Sturm-

vogel;> とする. hb. 徊l<外壁;>, ar. !;awl <の周りに＞により

<circuit, district;>とする Ginsberg,Driver, Grayの解釈も可能；

この場合「聖なる領域」すなわち「バアル・サパンの山」である. <der 

Kranke;> (Jirku),<dirge;> (Gordon, UMC)は根拠不明．

B. anyを 'ny(: hb.'nh)の ptc sとする (Ginsberg,Driver, Gray 
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等）； Virolleaudはく私の力(:hb.'on)>, Aistleitnerは「聖なる鳥」

の名とする．

13. ysnnを切＜歯>(hb. sen, ar. sinn, ak. sennu)から脈生した動

詞＜歯ぎしりする>(Virolleaud, Driver, Aistleitner, Gray等）と一応解

するが， hb等における派生動詞の意味はく鋭くする＞である Oytn 

gh/bkyvまwytn't-qwlwbbky C創批記 45:2)を参照；ただしここでは prep

bを欠くので bkyは副詞としての ptc aceとすべきであろう (Gray).

15. blmtkを b(prep ; nglnと統合） +l C否定辞） +mt<死>+k(suf 

s2m)と分析する (Virolleaud,Gray); Virolleaudによればこの l十名詞

のような合成はアッカド語に多いというが， ak.lamatu<Za awatu <Un-

wort>の如きはむしろ例外 (Soden,GAG 59b)であるから， Grayのよ

うに，ヘブライ語の blo'-:;edeq<不義に>,blo'misptt{ <不正に＞（エレ

ミヤ 22:13) ; blo'-lef:zem <バンでもないものに>,blo'lsiib'iiく飢を満た

すに足りぬものに＞（イザヤ 55: 2) ; llo'-kof:zく力でないものに>,lo'-'oz 

＜強くない＞（ヨブ 26: 2) ; llo'f:zokmaく知惹のないものに＞（ヨブ 26:3) 

等を参照すべきである．

26. tkl vま ✓kiy (: hb. klh, ak. kalu) D juss s2m; cf. killa'et-'ene 

＜目を消耗させる→目を疲れさせる＞ （サムエル上 2:33, ヨブ 31:16); 

此処ではあまり泣いて涙を涸らすなということ．

28. udm't vま dm'の不規則複数形； cf. ar. dam', p dumft',.,_,'admu'; 

同じ型に属する Pに硲'pgt,sg. 唸pgt(: hb. sip'ii)がある (Aistleitner,

GU p. 43) 

29. ttmntはクリトの末娘， IIIK:II 24に既出；この名はかつてフェ

＝キア，特にシドンにおいて崇拝された健康の神 Esmun(cf. KAI Nr. 14 

注）を Virolleaudに想起させている 0 l;zmf:zhを Ginsberg,Grayら

に従い f:zmf:zmh(f:zmf:zm + h) と訂正する； f:zmf:zm vま ✓l).mm (: hb. f:zom, 

ar. f:zumm, ak. umm <熱＞）の reduplicationによる名詞く情熱＞で，

ss 51, 56で f:zmf:zmtという形で現れる. Aistlei tnerは h幼h(: ak. 
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加叫u<verlangen►) と修正する (WU 938). -h vt bt <娘＞を指す

sufで， !Jm!Jmhdnnが btに関係句としてかかる.Gordon (UMC)はここ

を <Fromthe house (bt) of her guardian (!Jm!Jh), Danan• と訳

すが，根拠は不明．

31-37. 原文に破損多く， Ginsbergは訳出を放棄している 0 1. 31と

1. 34のalを Driver,Grayは断言的とするに対し，我々は Aistleitner,

Jirku, Gordonと共に否定的と解する．

34. mmhは Driver,Gordon, Jirku, Gray Iによってく彼女の水

（＝涙）＞とされる．しかしく水＞ほ my,mymという形がをとるから，

mmh II $at np紐くかの女の魂のほとばしり＞も考慮して， GrayIIと共

に Aistleitnerに従って ak.mummu <叫び声＞と対応させる．「水」

とした場合 tstは当然く流す＞となる．

35. smktを ar.samk<屋根＞と対応させる；同じ対応によって<Him-

melszelt;> (Aistleitner), <the vault of the sky• (Gray II), <high 
land;> (Driver)等の訳が与えられ，我々は sdmとの対語であることも考

えて Driverに従った. <meadow;> (Gordon, UMC), <Landschaft• 
(Jirku)も同様の理由によるものか・

36. ~ba (cf. IIIK: V19) はその前の動詞の目的語 (Driver,Gray)また

は副詞的対格 (Jirku,Gordon) O rbt: ar. rabbiitu <女主人►(Driver等）

37. 文脈上 tghvま✓函面＜輝やく ► (: hb. ngh, ak. nagu)であるが，

Virolleaud, Aistleitnerが rbtを主語とする動詞と見るのに対し，我々

は Driver,Grayと共に名詞と考える； t-名詞については cf.UT 8. 48 

GU p. 18 Friedrich§203. 

38. この rbtを 1.36の rbt と同一視すれば文脈に矛盾が起る．そこ

で Gordonは太陽の残照を考えて <gleamingwith glow;> (UMC) 

とした． 我々は Driver,Aistleitner と共に rbt を＜一万► (: hb. 

rbiiba ; cf. V AB : D82等）とする；「一万の光」とは星のこと．

41-42. Driver, Gray と共にこの Virolleaudの読み方を採り， apk
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クリト叙事詩 (2)(Ill K, II K) (松田）

＜汝の鼻► II brltkとして， brltをく咽喉＞と解する. Grayによれば，

ある人の前でこのような態度をとるということは，鼻やのどで呼吸できる

のはその人のお蔭だということを示す全面的信頼を意味する；もう一つの

解釈としては，自分の顔に手を当てて隠すことによっておのれを無にして

いることを示すのだ， という. Ginsbergの読み方では， tpk <'. 汝の太

鼓► (: hb. t町， arm.tuppii, ar. duff), 1. 42 [ ]rbtk <: 汝のシンバル＞

となる．

43. lk sknという imp+imp構文は例えば cf.hb. lek-redくさあ，

下りよ＞（出エジプト 19: 24) O :;rrt vまDriver,Gray IIによれば <:con-

cubines• (: ak. :;irritu, hb. :;iirah; ar. qarratu <:rival wife►) とさ

れる；しかしこの語は此処以外では常に :;rrt:;pnとして現われ，その場合

＜サバンの高み（山）＞と訳される. :;pnは既に 1.7注で述べたように

b'l :;pnという神名として現われる. adnとb'lとは意味範囲に共通の部分

が多く， 実際 IIIK:IV 28とVI5とでは freevariantsのように用

いられている．そうすると 1.44の adnkは :;pnを指す， ということも考

えられよう．

46. ここで初めて現れる 'il!Ja'uは文脈によって， クリトの息子の一人

と察せられる． この vocalization は Ginsberg('Elhau') による．

'Elhu', (Driver)'Ilchu'(Jirku)等は "glottalstop"を無視した転写で

ある．

47. mr!J く槍► vまエジプト語からの借用語で， metathesisによって

hb. roma!J, syr. rum徊， ar. rum!J となった (Gordon,UT 19. 1547). 

Driver vま <:wind-pipe► (: ar. marwa!J) とする．

48. grgr を Driver は Virolleaud に従い，＜咽喉►(: hb. gargrot) 

とする；我々は mr!J<: 槍＞との対語として同種の武器を考える (Gins-

berg, Gordon, Aistleitner, Jirku); Gray vまar.grrく引張る＞を引用し

つつくjavelin► を提唱するが，この対応は疑問である．

49. trそぞhは hb.r恥＜走る＞と対応させられ， hは suf s3f, 語幹
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しま rそその tD(Aistleitner, WU 2538)とか， *rwそ の L (Gordon, UT 19. 

2309)と説明される．こうして＜彼女に向って走って近づく＞とすれば，

文脈上は一応適当だが，文法的にうまく説明できない. Driver Iまyqrbを

qrb の D くもたらす►, tr存をく願望►(: arm. rgfgtii <願望►)とする

が，これにも説得力がない．

50-51. glm: ar. ~alima <暗くなる ►; sibしま s'b(: hb. s'b ak. sa'iibu 

＜水を汲む＞）の inface (Ginsberg, Gray等）；ここも諸説あり， 先ず

glmを Aistleitner, Gordon は 11]:_iu を指す＜少年►, Virolleaud, 

Driver ほ af1th を属格として従える＜奴隷 (nom)►として， ともに sib

で文を切る. sibについては， a[lthを主語， glmを目的語とする動詞

<:erspahen• (: hb. swf) (Aistleitner), glmを主語とする動詞 <:at-

tracts the attention of• (Gordon, UMC)等が提唱されているが何れも

無理であろう〇この結果 Y$atmr!Jh vま<shedid come forth with 

her fan (?)• (Driver), <:Seine Lanze wurde sichtbar• (Aistleitner), 

<And she goes out and [espies] his lance• (Gordon) などと訳

されている．

52. tl: hb. tel, ar. tall, ak. tillu <丘► (Virolleaud, Driver); 他に

<:threshold• (Ginsberg), <Turflii.gel• (Aistleitner); Grayほ ar.

mtall により <upright► とする Onbを Driverは自動詞 <hedid 

stand• とする Opnh tgr nuは lit<彼の顔（＝視線）が入口に出る＞；

＜顔を向ける＞は ytnpnm'[(VAB: D81等）と表現されるのが普通であ

り，我々のこの解釈はいささか無理だとはいえる；結果的に同じ意味にと

る Driverは ysuを他動詞， 従って pnhを目的語としている．その他

Gray vまpnhを＜彼女自ら＞とし， tgrを Gordonと共に <outof 

the door• とする．しかし妹が家から出たとすると 1.51 と矛盾する．

そのほか Ginsbergの訳では＜槍の輝きが戸口を照らす＞となる．

53. cf. VAB: D 29 him'nt tph ilm <アナトが神々を見るや否や►;

cf. 同箇所拙注．
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

54. Ginsberg, Aistleitner, Jirkuらと同じ. Driver, Gordon, Gray 

によるとく地に向って自分の腰を彼女が砕＜＞， すなわち kslhvま ace,

ttbr vま G (titbaru) ということになる．

59. 補読した否定の lを Aistleitner は‘強勢辞’くたしかに►(: ak. 

lu) とする．

II. 

63-78. 行頭の 2-4字が読みとれるに過ぎないこの部分では， Ill).uと

生tmntとの問答の続きが記されていたに違いない. 1. 76に「彼女が飲ま

せる」という語も見えるので，おそらく父王の病気について不安にかられ

た妹が，言葉を濁す兄を酔わせて満足な返事を引出そうとしたのであろう．

80. Aistleitner (MK), Driver に拠る： b'r: hb. b'r く燃える＞；

Ginsberg, Gordonは hb.b'rく愚かである＞の Dく馬鹿にする→欺

＜＞とする．

81. mnを Grayは Virolleaudに従って mnh (: hb. mnh) <数え

る＞の impとする；他の諸家は我々のように疑問詞(:ak. minu) とす

る Okは 'temporal'の接続詞というよりも hb.klのような強意辞で

あろう．

82. mr:J 11 dw: hb. diiwii <menstruieren• (HAL), ar. dawiya <悲

惨である＞．

86. mnd・ はおそらく mn+yd'<何を知っているか→多分►; cf. ak. 

minde <mzn lde <何を私は知っているか→多分► (AHW p.655); hb. 

maddua'<ma-yyiidua'. しかしこの対応を提供した Drivervま <assur-

edly• とする； Aistleitner, Gray IIもこれに従う 0mg[y]はDriver

(<is passing away (note: or'has passed away') ►) に従う．

87. t:Jr vま ✓W (: hb. y:Jr)の jusss2f; Virolleaudはimp,Driver 

は <thoumust fashion•, Gray IIは <thoumayst fashion• 
とする； <it will besiege• (Gordon, UMC) vま✓而ア (UT 19.2155) を

考えているのであろう．
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88. f$r II trm, qbr II tnm と考え， trm vi i/rmm (: hb. *rmm <建て

る（エセキエル9:9)•, ar. ramma <rebuilt►) という Gaster C→ Driver, 

Gray II)の， また tnmは arm. tawwiinii <chamber• によって <a

sepulchral chamber• と訳す Driver(→ Gray II)の提案に従う．

89. Driverと共に nkytぐ宝庫＞ とする； cf. hb. nkot <宝►, ak. 

nakkamtu <Schatzhaus•; nakiimu <anfhaufen• (AHW). 

90. Virolleandに従い sklltを ak.suklultu <囲い＞と対応させる．

91-96. 破凪多く，一貨した怠味を取出すことができない； Ginsberg, 

Aistleitnerも訳出を断念している．

III. 

1. YNほY$q(: hb. Y$q) <注ぐ＞の impf pass s3m. (Aistleitner, 

WU); Driver, Gordon, Jirku, Grayらは <Hepours oil• と act

に訳しているがその主体は何であるか不明. Ginsbergによると，「油を

注ぐ」というのは雨乞いの麿術， または「沖」＝雨という比喩. de Moor 

は上掲論文の中で RS24, U5哀面 1.4 の YNsmn slm <Oil of a 

welfare-offering was poured• (de Moor) (= V AB: B31-32)と此処と

を閲連づけようとしているが，文脈が全く異なることを考慮しなければな

らない

3. sbltは Virolleand以来 ak.zabiilu , こtragen, herbeischaffen, 

bring-en• (Bezold) (: hb. sbl <荷う>)と対応させられ， <c木が）荷う

物→呆物＞という名詞 (Driver,Aistleitner), あるいは＜実をつける＞

という動胴の opt pf (!) s3f (Gray)とされる．

4. ksmは 1.10にも現れ，そこでは 1.9の加＜小麦＞の対語である

とほぼ認められるから，＜麦>(: hb. kussemet<スペルト小麦＞）とする

(Virolleaud, Aistlcitner等）． この ksmを Gray らは 1.3の '0m

と対照させ，それに作なって ar$]j'nだから Driver らと共に 'n<fur-

row• (ar. ma'na) とした し力孔最初に l(Grayはこれを噸望”の小

甜ととっているようだが名詞の前では蝶わしい）がある点， また 'nは＜呆＞
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

と解する方が自然で，そうすると 'nII m(rとなる点から，我々は 1.4111.

5111.6とする．このような 3項の対句は稀ではない O miytは文脈から

推してくしめり ► (Aistleitner, WU)とする； Gray vまm't<百＞から脈

生した動詞の opt pf <to bear a hundred-fold• を考える．

6, 8.'ly II bれま此処だけであるが，既に Virolleaudは ak.eluく高

ぃ＞が神 Ninurtaの属性となっていることを参照して， 'lyをバアルの

エピテットとした； cf. hb.'elyon; Dahood は詩篇 7:9, 11 等の 'l

(Y) もかかる意味にとるべきだという (Gordon,UT 19. 1855) . 

9. Herdner の提唱に従って bgnと読む；すなわち原碑板ではその方

が b'nよりも蓋然性が高く，かつ I*AB : VI 21 IAB : I 5で gnは 'mq

＜谷＞とパラレルであるのでく畑＞と解される (CTA, I, p,74 note); 

gn: hb. gan, ar. gannat, ak. gannatu <園＞とすべきであろう．

IO. nrt: hb. niyrく新田＞（ホセア10:12等）は Virolleaud以来の諸

学者の一致した見解．

11. Driver vまtlを Virolleaud と共に hb.tel <丘＞と対応させ

つつ <ridge(s)► と訳し， '(r: ar.'i{r <香り ►, {rm: ar. (rw,-.,..,(ry 

く新鮮である＞とする． これに示唆を得た GrayIIの解釈に我々は従

ぃ， tlm:hb. telem <畦►,'{r{rm を '(r (: ar.'i(r) の reduplicated

formとする．

12. Virolleaud以来加： hb. !Jrs, ar. hrt <耕やす＞とされる；母

音が示すように我々は文法的には ptcpとする．

13. lそrvま prep(cf. IK 166) ; <de dessus• (Virolleaud), <nach 

(temp)• (Aistleitner)等と訳されるが我々は Driverに従って前行 nsu

と統合させる 0'dbを Aistleitner vまVirolleaudに従ってく仕事＞

と， Ginsberg は <growers► とする；我々は GrayIIと共に Driver

にならぅ 0 dgnはこの場合普通名詞(:hb. diigiin <穀物＞）であろう

(Virolleaud以来）； Gordon (UMC) はくグガン► (cf. IK 78注）とする．

16. cf. テクスト注. qb't: hb. qubba'at, ak. qabutu く杯►; Gray 
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の補読は ar.qirba <{革袋＞による； qlt <cruses)> (Driver)は根拠不

明．

IV. 

3. Driver, Aistleitner, Jirkuがこの行全体を一つの文と見て ilとtr

l{pnとを「同格」とするのに対し，我叫ま Ginsberg,Gordon, Grayと

共に ph[t]kil 11 !Jkmt ktr l(pnと考える； tr (cf. IK41等）， l(pn(cf. 

IIIK: II13)は共に ilの副名．

4. ngr; ak. naggiiru, arm. naggiirii, ar. naggiirく大工;p(Virolleaud 

以来）. Ginsberg, Gordon, Jirkuらは ngrilをぐcarpenter-god)>,

1. 5の ngrtilhtを <;carpentergoddesses• のように訳すが，それよ

りも il,ilhtを属格とし， ngrtを（従って au も） s, fとする (Driver,

Aistleitner)方が自然である. 1. 16の意味を考應し hb.ngr <{注ぐ＞に

拠り ngr ilを <;thesacred water-pourer• としながら次行の ngrt

ilht vま<{thewater-pourers of the goddesses• とする GrayIIの

解釈は，語義的にも文法的にも容れ難い彼は応を ar.lss IV <{spr-

out)• と結びつけて <{Sprouts► と訳すがこれも焦理．

6. Aistleitnerは ar.kl;$く抹殺する'),;'r;hb.'ayir, ar.'ayr <; 隠

馬＞により＜彼は野翡塵馬のように逐電した＞ と駅す． 他の訳者達は訳

出していない

14. cf. IK 73, 75 

15. lnf]npt 11 ltkm ; m切 IIbnwnという対句構造は推定で含るが， 語義

は不明．ぐtothe summit of the bare roof• という Grayの解釈は

その根拠に問題が残る．

16. mtrryはバrr(cf. IK 109 trr ,~ 水豊かな►; ar. £arr<; 水豊か

な＞）の D ptc p+suf s1 で lit.<{水を豊かにする者►; Grayは

<;my water-providers予とする．

V. 

8. tannutfhu, 9. taltutfhu という形は ak.sanuteふu <二度目に＞，
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

salsuti醤 u<:三度目に>(Soden, GAG 71.b)と形態論的に全くバラレルで

ある．

10-20. この間同じ単語が一定の間隔をおいて現れるので， ほぼ完全な

1. 20-22に基づいて破損箇所を補充する. my bilm…'nyhが4度繰返され

ている， と見ることには異論がないが， 'nyhと rgmとの間に入るべき語

については異説がある (cf.テクスト注）. 1. 19-20の ytdtysb'に該当する

1. 17 の箇所に y~ms とあるから，その前に yrb' を，また 1. 13に ytny.

y£/tを補うことがで含る. Ginsberg らが 1.13を y[rb'. ii], 1. 16を単

に '[nyh] とだけ補うのは， 1.8-9に「二度目， 三度目」があるからであ

ろう．しかしここでは副詞ではなく 1.17 y~ms のように動詞が用いられ

ているし， 1. 13にだけ ii を入れるのはパラレリズムを破ることにもな

る．さらに原碑板にはこの Herdnerの補充に足るだけのスペースがある

ことが，例えば 1.19と 1.16の長さの比較から分る．

ll. ydyの語根を Driver,Aistleitner vま ndyとする． しかし V27

に inf又は ptcとしか説明できない ydtがあるし， 1例だけ Aistleit-

ner (WU 1756)が挙げている nd(Driver は <(sparrow》と訳す）はこの

語根に属するかどうか疑わしい． それ故我々は Virolleaud に従って語

根を ydyとする. ydy: hb. ndh く閉め出す>,ak. naduく投げる＞；

この語頭の音韻対応については cf.ytn: hb. ntn, ak. nadiinu <: 与える＞

(cf. IK 142注）．

13. grsmは grs (hb, arm. grs) <: 追払う＞の inf.abs+ adv ma 

(Aistleitner, WU 704; Gordon, UT 11.4) O y(ny, ytlt等は数詞 tn<'.2>, 

tit <'.3>等から派生した動詞； ytnyは G,ytlt 以下は D の impf;cf. 

hb. wayyisnu, waysalle泣（列王上 18:34). 

24. tb vま ✓twb (Virolleaud, Aistleitner, Gordon); Ginsberg, Driver, 

Jirku, Gray はく坐れ＞（✓丑b, tib) とする．

25. kl;,t zblという表現は IIIAB:B 23-24, 25, 27-28, 29 にも見出

される. Amarna 文書に ka-a~-su という語があり， フリ語 Id珈から
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の借用だといわれる (Friedrich,ZDMG, 1942, p. 491). 

26. ilztrs~ ま tirs(cf. hb. hariislm <魔術者＞イザヤ 3:3)の Gt

impf s1. O sknは』面＜存在する＞の Sinf abs <存在させる＞

27. ydt以下， Herdnerの原碑板に基づく新しい読方に従う (cf.CTA, 

II. p.76 note). ydt 1ま ✓ydy の inf estく（病を）退けること＞， 又は

ptc sf<c病を）退治する女>- grstも同じく＜追い払うこと＞又ほ＜追い

払う女>- Gray fま ydy の語根を ✓ndy とした (cf. I. 11注）ため，

ここで ydmr:j (Grayはこう読む）を 'relativeclause'としてく(that)

which will abolish the disease• と文法上無理な解釈に陥っている．

48-49. VI 6-7により推読；同箇所注参照

VI. 

1. bm, km, Im等からの類推で dmを d+m と分析するとき (cf.IK 

31注）， d(: hb. z, arm. d, ar. 4) は所謂西セム語派に共通の指示機

能をもった形態素である． ここの dm…dmでもこの指示機能が現れてい

ると見ることができ，その意味で Gordon(UT 19. 670)らの <onthe 

one hand…on the other• という訳もうなずける. Grayはこれに従

いつつも，「同系のセム諸語中の如何なる用法との満足すべき親近性もこ

れまで提案されていない」というが， hi;>. ze•••ze, (e.g. 詩75:8) zot…zot 

(e.g. 創世記 29:27) がこれと対応させられ得ると考える 0~tiま ✓'5汀

(: hb. lztt <砕ける＞）の imp sf (Ginsberg, Driver等） o s'tqtfま V:

25以下でエールが示唆した病気治療の魔力を持つ女の名であろう. Gor-

donはり珂＜通過する＞の S名詞として， <She-who-causes-(sick-

ness)-to-pass-away• と訳する (UT19.1938). Jirkuは Schutaqatと

読む．

2. Ii 1ま ✓巧(: ph. l'y <強くなる ►, ak. le'u <能力を持つ＞）の

imp sf (li'f<*li'iyf). Aistleitner (WU)は 1.1の如と共にこれも

形容詞と考える．

3. Ginsberg, Driver らと共に btkrtを butbu と統合させる；
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クリト叙事詩 (2)(IIJ K, II K) (松田）

Aistleitnerは前行の wttb' s'tqtの補語としている． ここは殆んどすべ

ての訳者が，現にクリトの家に入りつつあるか或いは入ったところと考え

るが，私見によれば， ここは（おそらく） エールのもとを去る段階であっ

て， L4-7に急いでクリトの家へ向うさまが揺かれているのである．

5. n:jrt II bkt; どちらも ptcsf. n:jrtを Gordon(UT 19.1691)は syr.

n:jar <to murmur, sing, grunt> と対応させ， Driver vま ar. :jrr 

<cry out, yell>に対応する動詞の N とする. Ginsbergゃ Aist-

leitner vま bkt,11:jTl を共に地名と考えて，それぞれその後の動詞の補語

としているが， これも一つの可能性をもっ Opnm: hb. pnzmiihく内部

ヘ>(Virolleaud以来）．ただし，クリトの家の奥深くということではなく

て，「奥地に」あるクリトの家へ，或いは単に「遠くへ」 ということの比

喩だと我々は考える．

6-7.'rmは常に pdrmと対で現れる (cf.IK 110注）；ここの -mは P で

あろう 0 tduvま ✓ずy (: hb. d'hく飛ぶ＞）の impf s3f (*tad'uyu) 

(Virolleaud, Driver, Aistleitner). その主体は s'tqtという人物なので，「飛

ぶ」は可笑しいとして， Gordonvまtbu(✓石而'<入る＞）と訂正し， Gray

は'rm,pdrmの -mを <from>と解しつつ， tduを ar.da'da'と対応させ

てく急ぐ＞と訳す．しかし「飛ぶ」は急いで行くことの比喩ととってもよ

いし，或いは実際に飛ぶ魔力を持つと考えられていたのでもあろう Omh

II srrであることは推定できるが語義が不明．まず mhについては Driver,

Aistlei tnerは mt (✓面冗 <100>) と読み， 'rm<町々＞への修飾とす

る； Grayは ar.mahiha <to be gentle> との対応によってく静か

に＞とする.srrの訳も <certain,sure> (: ar. srzrli <in truth>) 

(Driver), <klein> (: ak. serru <小さな>)(Aistleitner, WU), <sec-

retly> (: ar: sirran) (Gray), <over a multitude> (Ginsberg, mh 

をくovera hundred》とした上での類推？）と様々であるが，何れも賛成し

難い．

8. 原文も壊れているし， 語義を他のセム語と確実に対応させ得ないた
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め， Ginsbergゃ Drivervま部分的にしか訳出していない. Aistleitner 

ゃ GrayIIが，クリト介抱の場と解釈するに対し，我々は Jirku,Gor-

don (UMC) とともに此処は病魔退治のさまと考える 0 [!(mは !!t(: 

ak. [!agu <杖，笏}>)+m (adv) (Gordon, UT 19.953). Aistleitner~ ま

此処の h加を ,<Stamme(部族）> (gen)として， 前行の srr と結合

させる. IK 154の Yf!(と同根の副詞 ,<carefully}> (: ak. [!a{u ,<to 

consider carefully}>) とする Grayの説は語義の対応に問題があろう．

0 t'mt vま ✓'rr荘の impf s3f と一応分析されるが， 語義は不明．

Aistleitner (WU 2052)は ar.'mt,<winden (Wolle)}>により＜彼女

は（包帯を）解く＞とするのに対し， GrayIIはこの対応に同意しつつも，

＜彼らは（包帯を）巻く＞と解する； Aistlei tnerが我々と同じく s'tqt 

を主体と考えるに対し， GrayIIは (1.10の ttbを「戻る」と訳すため）

何かの理由で彼女が町を離れている間に人々がクリトを介抱しているのだ

という. Gordon (UMC)のように次行にかけてくWitha wand she 

strikes the malady /The illness on its head./ And she returns・・・

…＞と訳せば， クリトの家を離れて病魔を相手にしていることになる．

我々はこれに殆んど賛成しつつ 'mtを＜打つ＞とするのであるが，下に

述べるように 1.10の ttbを＜戻る＞とは解し得ないので，シャアタカ

トがクリトの家で（魔法の？）杖で病魔を退けている場面だと想像する0

'{rptmはテクストに既に問題があり難解．他のセム語に対応を見出すこと

しまできないが， 次行の zblnと対語をなすと我々は考え，上掲の Gordon

に従いく病麿＞と訳した.Aistleitnerらは pt(: ak. putu, hb. pe'iih) 

＜額＞と '!r(: hb.'tr, pi.) <囲む＞との合成語で，額を囲むものすな

わちくこめかみ＞とする．こうすると次行の「頭」とパラレルになる．

9. lit. 「悪鬼をその頭において」. Driverゃ Jirkuは病むグリトの頭

から病気を追出すと解しているようだが， 'l<上＞ とあるのでやや無理

であろう. Jirku vま＝リシャが自分の杖を死んだ子供の顔に当てさせて生

き返らせようとした記事（列王下 4:29)を引いて，此処もクリトの頭に杖
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クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

をおいたと見る．このエリジャの故事との対応は， Jirkuとはやや異なる

解釈の上に立つ拙訳からも認められよう．なお zblnを Ginsberg,Aist-

leitner (MK), Gray がく病人＞と訳すのに対し， 我々は Driver,

Jirku, Gordon, Aistleitner (WU) がく病気＞としたのと同じ意味に

おいて， V 21におけると同様ここでも＜悪鬼＞と訳す. Aistlei tner 

(WU 878)によると， zblは例えば IIIK:II 4, 6のように yrlj,rspなど

の神名と結合するときには <Furst►, IIK: V 25のように人称接辞等

を伴なうものは <Furstentum►, IK 98, 186のように単独ではくKran-

ker• と訳し分けられるようだ． そして zblnは (IK17 では—m を伴って

現れる） <Krankhei t• とされる． このように意味環境に応じて訳し分け

られるということからも，これらの語の語義は相対立するものではないこ

とが分る．悪鬼一ーというよりデーモン， Furst—ーが病気そのものであ

り， それに取付かれた者が病人だという古代人一般の信仰をこの zbl(n) 

という語の用例からうかがうことができよう．

10. ttbを Aistleitner vまパ丑＜坐る＞ととるに対し，我々は Dri-

ver, Gordon, Gray と共に ✓twb ととる． 但しこれらの訳者のように

く彼女しま戻つて…＞と訳すべきではなく， <wiederholt ・・・► (Jirku)が

正しい．何故ならこの直後に接続詞なしで tr~~ という impfの動詞が来

ており，接続詞で結合された二つの動詞が二つの別個の動作を表わすのに

対し，接続詞なしの結合は一つの動作を二語で説明している (cf.日本語の

「帰って洗う」と「洗いかえす」）とほぼ言い得るからである； cf. SS 56 ytbn 

[] 57 yspr l~ms <繰返し五度物語る ►; hb.'asubah'er'eh くもう一度私

は飼おう＞（創世記 30:31) 0 bd't vまb+d't(: hb. *ze'ah, ar. da'ata, 

syr. du'tii, ak. zu'tu) <汗► (Ginsberg, Driver, Gordon, Aistleitner). 

Grayは bd'tを ar.bd'<始める＞と対応させて <shebegan• すな

わち <shegave a new…>として次行に続ける．なおこの d't<汗＞

に基づき，イザヤ 53:11の従来く彼の知識＞と訳された da'tovまく彼

の汗＞とすべきだという Dahoodの提唱 (HALp.220に拠る）は， これ
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が基本語槃に属すること， 固有の *ze'iihく汗＞が匿存すること， da'at 

く知識＞と同形異義になることなどを考慮すれば，容れられない．

11. npsを Driver,Aistleitner, Jirku らは＜咽喉;>, Ginsberg, 

Gordon, Grayらはく食欲＞とするが，後者は前者からの転義であるか

ら，何れでも結局は同じ．

12. brltの“系統,, は不明だが，その現れるすべての箇所で npsとバ

ラレルになっているからくのど＞又は＜食欲＞とされる 0 ll:zm II trm 

(: ar. srm II, syr. seram, ak. sariimu く砕く ►) も6例中 1例を除い

て認められる．

14. tanはバ'y(: ak. le'u <こvermogen, i.ibcrwinden;> AHW) 

(WU 1430, UT 19. 1342)の pf.s3f (?) +suf. s3m; *la'aya(t)-nu (?) 

0 pqdはhb.pqd, ak. paqiidu 等との対応によってく命ずる► (Ginsberg, 

Gordon, Gray), <要請する}>(Aistleitner, Driver)等と訳される．しかし

hb. pqdの "Grundbedeutung"は <vermissen,sich beki.immern• 
(Koehler, Lexicon, p, 773)であり， ak.pqdもくよく気を付ける}>(Be-

zold)だから， 此処は文脈も考慮してく気が付いてあたりを見廻す＞と

いう意味が推定される．

18. mgt の語義については＜供物► (: hb. mugg, 麻＜供物►) Virol-

leaud, Driver), <猟獣}>(Gaster), <犠牲用の仔羊► (: ar. gtt <切刻

む►) (Aistleitner, Gray), <a lambkin;> (Gordon)等が提唱されてい

るが，我々は imrとの対照上〈仔山羊＞とした Oitrmは 1.12 trm 

と同根の動詞

22. ytbをGrayのみぐ坐る＞，他は＜帰る＞とする0l'dhはl(prep) 

+'d (hb.'od <継続状態►, ar.'iidat <苫慣＞）＜不断の様， 習慣＞

(Ginsberg, Driver等） +h (suf s3m). <according to his custom• 
(Gray)は文脈上不可. Gordon (UT 19. 181'1)は 'dを <throneroom• 
とし，創世記 49:27の 'adも斯く解し得るというが，疑問である．

23. ここの ytbは文脈上当然ながら， すべての訳者によってく坐る＞
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とされる．

24. =VAB: D47. ただし，これと統合する前行の動詞が異なる．
26. Driver, Gordon, Gray らと共に Ginsberg の訳 <Andhis 

inward parts do instruct him>に従う． すなわち ggnはおそらく

gngn (II AB : VII 49, ここでは IInpぶ）と同義で， ak. gannu <羊の内臓＞

(AHW)などによってく内部＞とされ，これは＜良心＞を意味するとい
ぅ.Aistlei tner (WU)は ak.gagu <Tempelbordell, AHWによれば
女修道院の一種＞により＜宦官＞とする O ywsrnn は ✓wsr (: hb. 
ysr, ak. asaru)の Dimpf s3m+suf s3m. 

29. istm' は ✓玩f の Gt<自分の神経を集中させて聞く＞ぐらいの意
か．なお uruistami'(PRUIII 10.044-8', 11.790-13') (: hb.'estmoa') とい

う地名は少なくとも形態的にはこれと関連しよう．

30. tqg vま ✓Y<涵(: hb. yq$ <目覚める>, ar. yaqi印， ak.eqe$u 
＜目覚めている＞）の jusss2m (Dahood, UF p.17); Ginsberg, Gordon 
(UT 19.1144)は Gtimp (wattaqig)とし， Aistleitner (WU 2432) vま ✓蒻
(cf. hb. th, ar. $agaく｛頃ける＞）＜傾ける＞の jusss2m として

udnをその目的語とする. udn は Jirku, Gray によって tqgの主語

(<es sei aufmerksam dein Ohr》-Jirku) とされるのに対し，我々は

Gordon (上掲箇所： < be alert of ear》)， DahoodC上掲箇所） に従って

tqgの補語となる副詞的対格とする. 0 kgz以下 1.35まで王クリト弾劾

の言葉と察せられるが意味不明の箇所が多い. 1. 31までは特にそうで，
Ginsbergが "unintelligible"といっている程我々はほぼ Driverに

従い， gz,gzm を ✓gzw (: ar. gazaく侵略する＞）の動詞 (pfs3m)お

よび名詞 (P) ; tdbr を ✓面元(: hb dbr piーイザヤ32:7等ー， ak.dab/ 
paru D <遠ざかる>-HALp.201に拠る）の Nimpf s2m; grを＜山＞；

-mを副詞的接尾辞； ttwy を ✓twy (ar. tawa <住む＞） の impfs2m 
とした. Gordon (UT 19. 1954) vま gzを＜強い＞とするが Grayもい

うように＜強い>vま 'zである． 我々の解釈と最も異なる Aistleitner
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の訳を示せば <:Wahrend (k) du den argsten Gewaltmenschen 

(gz gzm) nachgibst (tdbr), Und (w) Betruger (?) (grm) [bei dir 

aufnimrnst] (ttwy)• となっている． このように此処は王の病衰による

無能を詰るところと我々は解釈するのに対し， Gordonゃ Aistlcitner

は王の暴政への非難ととっている．

32. lit. 「あなたの手をあなたは過頸の中へ落した」；すなわち， sqltは

ゾ可［＜落ちる＞の Spf szm (Aistleitner, WU  2408); gitは cf.ar. glw 

＜規を越える► (Aistleitner, WU  2143). Driver vま!fqltを pass,gitを

ar. gayillatu <sudden disaster• によって <collaps心としつつ此

処を <Thouart brought down by thy failing power• と訳して

いる．

33. y /tdn dn almntは IID:V7 ID 23にも見られ， これ以外の／面

の用例は 1例のみ0以下2行（および 1.47-49)の impf を Driver に従

って＜…し得ない＞と訳したのは此処も王の無能を責めているところと

見たからである； cf. 1. 35-36. 

34. q$T npsは lit.<息の短い者)>.cf. hb. wattiq$ar napso c民数21:

4, 士師 10:16); これは普通く短気になる＞と訳される

35. a~t は a~<兄弟＞から派生した動詞， pf szm (Ginsberg, Gordon, 

Driver) 0 kmは <because)>(Gordon, UMC), <as• (Gray) <when 

?)> (Driver)等と訳されるが，我々は強意辞 kz+maと考える〇次の行へ

かけての意味は王が長患いをしていたということ．

36. a&t 11 anst. ✓'ns: ar.'anisa <祝しむ►; Aistleitner は前行の a~t

をく妹＞としたように，これを＜女友達＞とする．

39-40. Driver, Jirku vま'labhを ytb'と統合さ甚るが， これば対句

構造上，他の訳者のように y'rbと統合させるべきである．

48. 岱mvま ✓tss―(: hb. !fss <掠愈する＞）の ptcp (Virolleaud, 

Ginsberg, Driver等）.'lは普通 'al(prep)と読まれるが，我々は Driver

に従って hb.✓'wl ('awil <男児►,'ul <嬰児＞）と対応させる. di: 
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hb. dalく無力な， 貧しい者＞． なおこの箇所とアモス 5:11 !kn y'n 

bwsskm'l diとの対応が Ginsbergによって暗示されながら未解決だっ

たのを，最近 T.L. Fentonがとり上げ (UFp.65-6), この hb.ss vまsss

の infestであり， 'l は 'alではなくて 'ulと読まるべきことを提唱し

た． 彼の訳によるとアモス 5:11 vま<thereforebecause of your 

despoiling the child of the poor…>となる．

48-50. lpnk (lit <汝の顔に対し>)II b'd kslk. (litく汝の腰の後ろに》）

Gordon (UMC注）は此処に二重の "inclusive expression" を見る．

すなわち「前」と「後」とで「すべての側」を，「孤児」と 「寡婦」 とで

王の保護を要するあらゆる不幸な人を指すという. b'd以下を Grayは

「あなたの背後には寡婦が居る」のように， また Aistleitnervま<du

drehst der Wi twe den Ruck en> と訳すが， 共にバラレリズムを無

視したものである．対句の第 1句の動詞が第2句で省略されるのは対句構

造の一つの型である (cf.拙稿『アナト神話』 p.37). 

54-56. ここの対句構造については cf.IIIK: II 21注．

55. b,rnは hb.bet-ftoron という町の名 (cf.ヨシュア 10: 10 16 : 3, 5等）

にも含まれる神名で， Grayによればこれは 2世紀 B.C. の Delos出土

碑文に 'Avpwvac; として現れ， エジプトでは 18王朝以来崇拝された医

療の神で，医療の神だから生死をも司どるといわれる．

56.'Urt sm b'lの原義は＜バアルの名を頭いたアシタルテ＞，＜バア

ルの一族のアシタルテ＞ということであろう (cf. PTU p. 193 f). 「…の

名」という型の人（神）名はウガリット一例えば smlbu <獅子の名

(?) > (UT 2085: 13, 14), smmlk <王の名>(UT 322: V: 9), 11咽u-um-a-

na-ti <アナトの名> (PRU III p. 257)―，ヘブライ語一例えば smu'el

く神の名＞（サムエル）， sem'砂erく翼の名＞（創世記 14:2)一， マリ文書

一例えば Sa-mu-dDa-gan,Sa-mu-u-i-la, Su-mu-a-mi (APN p. 247-249)ーに

見られる 0'Urtの母音しま mas-tar-a-biによる (PRUIII p. 242). 

57. gbl: ar. gabal <山>.Driver, Aistleitner等は比喩的にとり，
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次行の sntkを＜高慢＞として <fromthe peak/or thy loftiness• 
<vom Gipfel/deiner Hoffart• と訳す. Gordonは Byblos(: hb. 

gbal, ar. gb耳l) とし， Gray~まar.gbl (sic!) <thick, numerous;:;., により

<in the exuberance• (of thy years)とする．

58. 文意不明. sntk は＜お前の年► (Gordon, Gray等）が一応考えら

れるが， 前後との満足な結び付きを見出し得ない. !Jpn は <impiety►

(Driver, !Jnpと修正し ar.!Jana/a <leaned on one side• と対応さ

せる）， <fulness► (Gray, ar. M <abundance• と対応！）などと，

また t'n1ま ✓"ny II <humbled>, のpassとして <thoushalt be puni-

shed• (Driver→ Gray)などと訳される．

奥付 (colophon) これは VI欄の左側に相当する碑板側面の下部に，下

から上に向って，碑板表面を上にした形で刻まれている． 同様の奥付が

IIAB (CTA 4)とIAB(CT A 6): Vl53-57に見出され，何れも spr.ilmlk 

(IIABでは破損） で始まっている． これらの奥付によって， 献呈者の名

n1qmaかが補なわれる (Ginsberg,Driver, Gray) O {'y: ar. tagli <{献げ

る ► (Ginsberg, Driver). Aistleitner fま＜校閲する► (hb.s匹， ak.se'u)

とする.Gordonは krtt'の tと同一視し， tを部族の名と見て（従っ

て krt{'~ ま<{{'のクリト＞と訳される）， t'人 Ilmlkを考える (cf.UT 

19. 2717). 
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略

（ ）の中か省略された部分．

abs(olutus) 

adj(ectivum) 

ak(kadicum) 

ar(a)m(aicum) 

D(oppelstamm) (qattal) 

(a)et(hiopicum) 

G(rundstamm)(qatal) 

gen(etivus) 

h(e)t(haeticum) 

imp(er)f(ectum) 

juss(ivus) 

lit(eratus) 

m(edium)h(e)b(raicum) 

nom(inativus) 

pass(ivum) 

五口
l
I
I
-
I
I
 

表

acc(usativus) 

adv(erbium) 

ar(abicum) 

c(on)st(ructus) 

energ(icus) 

f(emininus) 

Gt(=iqtatil) 

h(e)b(raicum) 

imp(erativus) 

inf(initivus) 

L(angstamm) (qaatal) 

m(asculinus) 

N(if'al) (niqtal) 

p(luralis) 

pr(a)ep(ositio) 
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library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



p(ar)t(i)c(ipium) 

suf(fixum) 

syr(iacum) 

クリト叙事詩 (2)(III K, II K) (松田）

s(ingularis) 
V 

S(aqtal) 

tD(=taqattal) 

語注の中で，イタリック体は形式，：は通時的対応， IIは対句，＜》の中

は意義又は訳を示す．

(1970. 10. 30) 
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